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一

は
じ

め
に

大
雑
書
と
は

江
戸
時
代
、
庶
民
が
な
に
か
行
動
を
起

こ
そ
う
と
す
る
と
き
、

い
さ
さ
か
直

截
的
だ
が
井
戸
を
掘
る
と
か
衣
服
を
裁

つ
と
い

っ
た
日
々
の
決

め
ご
と
か
ら
、

開
運
や
男
女

の
相
性
を
占
う
と
か
、
果

て
は
伊
勢
神
宮
参
り

の
よ
う
な
旅
立
ち

の
是
非
ま
で
、
日
常
生
活

の
あ
ら
ゆ
る
領

域
に
わ
た

っ
て
行
動
を
規
定
す
る
指

針
と
す
べ
き
も

の
、
な

い
し
は
手
が
か
り

に
で
き
る
も
の
に
は
ど
ん
な
も

の
が

考
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。
手

っ
取
り
早
く
知
ろ
う
と
す
れ
ば
運
勢
を
占
う
暦

の

た
ぐ
い
な
ど
を
参
考
に
し
、
そ
れ
を
も
と

に
行
動
に
移
し
た
と
い
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
身
近
な
常
識
や
知
識

・
知
恵

に
照
応
す
る
も

の
の
ほ
か
に
、
日
々
の
戒
め
や
迷
信

の
部

類
を
含
み
、
日
常
生
活

の
支
え
と
な

る
も
の
、

い
わ
ば
行
動
を
起

こ
す
た
め
の
指
針
事
例
を
網
羅
し
、
庶
民
の
知
恵

袋
と
し
て
大

い
に
流
布
し
た
書
物
が
あ

っ
た
。
近
世

に
は
生
活
実
用
書
と
し
て
、

い
わ
ば

ハ
ウ
ッ
ー
も

の
に
該
当
す
る
重
宝
記

(調
法
記
)
シ
リ
ー
ズ
や
辞
書

の

役
割
を
担

っ
た
節
用
集

の
類
が
あ

っ
た
が
、
と
り
わ
け
占
い
を
基
盤

に
実
生
活

の
諸
行
為
と
相
互
関
連
づ
け
た
書
物

の
刊
行
を
み
る
に
い
た

っ
た
。

こ
れ
ら
の

書
物

に
は
表
紙
や
題
箋
に

「大
雑
書
」
や

「三
世
相
」
の
文
字
が
記
さ
れ
る
が
、

「大
雑
書
」
名
称
が

一
般
的
で
あ
る

(図
1
)。

大
雑
書
は
雑
書
の
内
容
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
雑
書
は
元
来
、
平
安
時

な
つ
ち
ん

代
以
降

の
陰
陽
道
や
宿
曜
道

の
系
統
を
ひ
き
、
八
卦

・
方
位

・
干
支

・
納
音

・

十

二
直

・
星
宿

・
七
曜
な
ど
に
よ
る
日
の
吉
凶
、
さ
ま
ざ
ま
な
禁
忌
や
ま
じ
な

い
、
男
女

の
相
性
運
な
ど
を
内
容
と
し
た
書
物

の
こ
と
で
あ
る
。
公
家

・
武
家

階
層

の
手
引
書
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
近
世
中
期
に
は
こ
う
し
た
暦
註
に
加
え
、

日
常
生
活
全
般

の
知
識
や
指
針
な
ど
を
相
互
に
巧
み
に
関
連
づ
け
、
伊
勢
暦
な

ど
と
同
様
、
農
事
や
家
作
や
日
常

の
儀
礼
な
ど
に
大

い
に
参
考
に
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
具
体
的
に
は
家
相

・
人
相

・
さ
ま
ざ
ま
な
雑
占

・
夢
判
じ
を
も
取
り
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図1大 雑書

込
み
、
内
容
を

肥
大
化
さ
せ
百

科
全
書
の
体
裁

を
帯
び
る
よ
う

に
な

っ
た
。
こ

れ
が
大
雑
書
で

あ
る
。
言

い
換

え
る
と
庶
民

の

関
心
を
ひ
く
生

活
情
報
、
た
と

え
ぽ
暦
註
や
知

っ
て
お
く
べ
き

も
ろ
も
ろ
の
基

礎
常
識
な
ど
を

著
わ
し
た
書
籍
類
が
存
在
し
、
そ
れ
を
種

本
に
し
な
が
ら
庶
民
階
層

に
も
親
し

み
や
す
い
文
面

に
編
集
し
た
も
の
が
大
雑
書
で
あ
る
と
定
義
づ
け
ら
れ
よ
う
。

本
論
は
こ
の
大
雑
書
が
な
ぜ
刊
行
さ
れ

る
に
至

っ
た
か
、
ま
た
流
布
し
た
歴

史
的
経
緯
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
こ
で
天
保
年
問

に
出
版
さ
れ
た
代
表
的
な

大
雑
書
の
ひ
と

つ

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
を
も
と
に
、
大
雑
書
が
暦
註
や

雑
占
と
い

っ
た
本
来

の
意
図
か
ら
、
日
用
百
科
全
書
的
要
素
を
組

み
入
れ
て
い

っ
た
過
程
を
、
本
屋
仲
間

の
諸
記
録
を
参

照
し
な
が
ら
明
確
に
し
、
そ

の
全
体

像

に
迫
る
つ
も
り
で
あ
る
。
ま
た
庶
民

の
日
記
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
彼

ら
が
占
い
や
ま
じ
な
い
を
意
思
決
定

の
重
要
な
手
が
か
り
に
し
て
い
た
こ
と
を

検
証
し
、
大
雑
書

の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
言
及
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

二

大
雑
書

の
概
略
と
特
徴

さ
き
ほ
ど
大
雑
書
が
陰
陽
道
や
宿
曜
道
を
も
と
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
吉
凶
占

い
や
呪

い
な
ど
か
ら
派
生
し
た
も
の
だ
と
述
べ
た
が
、

で
は
大
雑
書
が
実
際

に

ど
の
よ
う
な
場
合

に
用

い
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
余
り
わ
か

っ
て
い
な

い
。

若
干
の
例
と
し
て
は
井
原
西
鶴

『好
色

一
代
男
』
巻
七

「
口
添
て
洒
軽
籠
」
か

ら

「恋
は
雑
書

の
通
り
、
始

め
よ
し
、
後
わ
う
し
、
金
性
の
男
あ
り
け
る
」
と

あ

っ
て
、
男
女

の
相
性
占

い
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
『浮
世
風

呂
』
で
も

「薯
蕷
が
鰻
化
け
た
事
は
、
庭
訓
の
往
来
、
今
川
了
俊
、
其
外
雑
書

　
　

　

に
も
年
代
記

に
も
見
あ
た
ら
ね

へ
事
だ
と
云
け

ヱ
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
ど
う

や
ら
事
典

の
よ
う
に
用

い
た
よ
う
で
あ
る
。

俳
諧

『天
満
千
句

(
一
六
七
六
)』
四
よ
り

「大
雑
書
会
稽
山
に
こ
め
」
や
、

同
じ
く
俳
諧

の

『崑
山
集

(
一
六
五

一
)』
七
秋

「文
月
は
星
あ

い
し
ゃ
う

の

雑
書
哉
」
、
洒
落
本

『見
通
三
世
相

(
一
七
九
六
か
)
』
の
序
幕

の

「閻
魔

て
つ

か
ら
大
ざ

っ
書
を
ひ
ら
き
て
」、
あ
る
い
は
随
筆

『海
録
』
(
一
八
二
一二
～
三
七
)

二
〇

「
世
俗
、
大
雑
書

と
云
ふ
陰
陽
家
め
き
た
る
書

に
」
と
い

っ
た
事
例
が

『
日
本
国
語
大
辞
曲
ハ』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
雑
書

は
相
性
占

い

な
ど

の
運
勢
占

い
全
般

に
、
あ
る
い
は
諸
々
の
事
柄
を
検
索
す
る
の
に
利
用
さ
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れ
た
書
物
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
雑
書
が
庶
民

に
親
し
み
易

か
っ
た
例

を
あ
げ
て
み
よ
う
。
ど

の
種
類

の
大

雑
書

に
も
目
次

の
裏
扉
絵

に
は

一
連

の
挿

絵
、
「地
底
鯰
之
図
」
「須
弥
山
之

図
」
(図
2
)
が
挿
入
さ
れ
る

の
が
定
番

で
あ

る
。
須
弥
山
と
は
仏
教

の
説
く

無
限
大

の
宇
宙
空
間
を
具
現
し
た
も
の
で
、
天
保
年
間
、
江
戸

の
泉
岳
寺
で
こ

の
須
弥
山
挿
絵
そ
の
ま
ま

の
大
道
旦
ハ大
仕
掛
け
の
見
世
物
が
あ
り
庶
民
を
楽
し

ま
せ
た
ら
し
い
。
「大
仕
掛
大
千
世
界
万
国

一
覧
」
と
い
う
興
行

の
絵
番
付
が

残
さ
れ
て
い
る
。

宗
教
的
図
像
が
パ

ノ
ラ

マ
化
し
庶
民

の
ア
ミ

ュ
ー
ズ

メ

ン
ト
パ
ー
ク
へ
と

鷓

転
じ
た
の
で
あ
る
。

孃

あ
る
い
は
嘉
永
五

肱

年

(
天

五

二
)・

甌

大
坂
角
座
で
新
狂

言

「金
鳥
玉
兎
倭

入
船
」
の
興
行
が

　
　

　

打
た
れ
た
が
、

こ

の
演
目
名
は
安
倍

晴
明
の
暦
註
書

の

ほ

き

表
題

「籃
籃
内
傳
金
鳥
玉
兎
集
」
に
由
来
す
る
こ
と
は
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
。

「金
鳥
玉
兎
集
」
は
の
ち
に
ふ
れ
る
大
雑
書

の
基
層
的
部
分
を
な
す
書
物

の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
大
雑
書

の
元
来

の
使
用
方
法
か
ら
派
生
し
、
娯
楽

の
領
域
で
活

か
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
大
雑
書
が
庶
民
生
活

に
深
く
浸

透
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
大
雑
書
は
い
つ
頃
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
含
ん
だ
構
成

を
組
み
出
版
さ
れ
流
布
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

陰
陽
道
や
宿
曜
道
、
仏
教

の
因
果
説
に
よ
る
三
世
相
が
導
入
の
契
機

に
な

っ

て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
陰
陽
道
や
宿
曜
道
を
も
と
に
し
た
曲
ハ籍

は
平

安
時
代
後
期
、
賀
茂
家
と
安
倍
家
両
家
に
よ

っ
て
広
ま

っ
た
。
賀
茂
家
は

『陰

陽
雑
書
』
『暦
林
問
答
集
』
『吉
日
考
秘
伝
』
を
、
安
倍
家

は

『占
事
略
決
』

『籃
籃
内
傳
』

(『籃
籃
内
傳
金
烏
玉
兎
集
』
)、
『陰
陽
略
書
』
を
著

し
た
と
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
現
存
し
な

い
書
物
も
あ
る
が
、
そ
の
精
神

は
受
け
継
が
れ
、

　
ヨ

　

鎌
倉

・
室
町
時
代
に
わ
た

っ
て
公
家

・
武
士
階
層
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
伝
存

す
る

『量
籃
内
傳
』
『吉
日
考
秘
伝
』
な
ど
は
江
戸
時
代
の

『群
書
類
従
』
『続

群
書
類
従
』
(塙
保
己

一
編
纂
)
の
な
か
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

大
雑
書
は

「中
世

の
陰
陽
書

の
記
事
を
再
編
集
し
、
近
世

の
読
者
を
考
慮

に

　
る

　

入
れ
て
漢
字

の
多
く
に
振
り
仮
名
を
つ
け
、
読
み
や
す
く
し
た
」
と
説
明
さ
れ

る
通
り
、
中
国
か
ら
伝
来
し
た
天
文
書
な
ど
を
素
地
に
、
上
記

の
暦
註
書
か
ら

　
ら

　

必
要
な
箇
所
を
抜
き
出
し
、
書
き
下
し
文

に
し
て
引
用

し
て
い

っ
た
。
就
中

『占
事
略
決
』
『籃
籃
内
傳
』

『東
方
朔
秘
傳
置
文
』
と
い
っ
た
中
世

か
ら
伝
わ
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表1現 存 ・あるいは出版 された と思われ る大雑書(暦 書)一 覧

◎『享保以後大阪出版書籍目録』△『大坂本屋仲間記録』(寛 政2)★ 個人蔵

☆『国書総目録』×『岩瀬文庫図書目録』▲神原文庫(香 川大学)● 『寛永九年版大ざつしよ』#ナ クシス ●東京学芸大学附属図書館望月文庫

書 名 申出か出版年 作 者 板 元 備 考
×貞享三年古代三世相
×三世相小か・み 寛永9
×重撰三世相 寛永12
×三世相小鏡 天和3
▲大ざつしよ 正保3 杉田勘兵衛 中本
▲大ざつしよ 寛文3
▲大ざつしよ綱目 寛文13 大本
▲大ざつしよ綱目 江戸中期 絵入大本
△大ざつしよ 貞享2 明記なし

☆ふ くざつしよ 貞享4 江戸鱗形屋孫兵衛
▲新撰寶暦大雜書 元禄4 田中庄兵衛 大本
▲大ざつしよ 元禄5 榊原庄兵衛 袖珍本
萬年雜書三世相拾遺綱目大成 正徳4原 版 (再刻より類推、所蔵なし)

}三欄 種P
★萬年雜書三世相拾遺綱目大成 寛政5再 刻 菱屋治兵衛
★産全相 正徳4原 ・寛政5再 菱屋治兵衛
◎錦嚢萬代寶鑑 宝暦2 吉文字屋市兵衛 同人
◎補刪萬暦両面鑑 明和8 野村方卿 富士屋長兵衛
◎補刪萬暦両面鑑 再板 安永5
▲大ざつしよ 安永8 いせ屋半右衛門 袖珍本
◎四民通用晴雨便覧天文即鑑 安永9 富士屋長兵衛
●大雑書(柱 刻/目 録首) 安永9 永寿堂 中本
◎暦之抄大成(再 刻) 天明1 秋田徳右衛門 秋田徳右衛門
◎再刻掌中年暦牋 天明3 野村善應 富士屋長兵衛
◎萬暦両面鑑(再 刻) 天明6 藤屋安兵衛
△鹽籃 大本 寛政2・ 文化9 吉市、敦九、藤彌

△籃籃 首書 寛政2・ 文化9 藤彌
△籃篁 小本 寛政2・ 文化9 塩三、阿吉

△篤箟 俚諺抄 寛政2・ 文化9 吉市
△籃籃 俚諺大全 寛政2・ 文化9 藤濔
△籃籃秘決傅 寛政2・ 文化9 藤彌
△量籃初心口傅抄 文化9 藤彌、網茂(文 化9)

△籃籃撰日初心傅抄 寛政2 藤濔
#萬歳大雜書日用鑑 享和1 上田善七 慶応3板 、弘化4板 と続 く

△籃籃掌中口傅抄 文化9 塩平、敦九、河八、藤彌、藤善 ら

△籃籃日用大成 文化9 ノノ

△暦鑒輯要 文化9 藤彌、網茂、河和

△諏吉便覧 文化9 藤彌、河八、敦九、藤善、綱茂

O
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制皿

△いつまで草 文化9 敦賀屋九兵衛
△授時暦口訣 寛政2・ 文化9 塩平
△循環暦 寛政2・ 文化9 河八 ・塩平
△増量暦之抄 寛政2 敦賀屋九兵衛
△増量暦之抄 京板 寛政2 敦賀屋久兵衛
△増益暦之抄 文化9 敦賀屋九兵衛、伊豫善
△増益暦之抄 京板 文化9 敦賀屋九兵衛
△萬寶雜書 寛政2・ 文化9 吉市、敦九、播松など
△萬暦大雜書 寛政2 糸市、天源
△萬暦大雜書大成 文化9 河喜
△永暦雜書天文大成 寛政2・ 文化9 吉市、敦九、播松
◎永暦大雜書天文大成 文化3 田宮由蔵 敦賀屋九兵衛
△増補新板永暦雜i書天文大成 文化6 寛政2年 に同じ
△永暦大雜書天文大成 増補文化新板 文化9 敦賀屋久兵衛
◎永暦大雜書天文大成(再 板) 天保6 敦賀屋久兵衛
△新撰雜書 寛政2・ 文化9 吉市、敦九、播松
△萬海雜書新撰綱目 寛政2・ 文化9 敦賀屋九兵衛
△萬海雜書新大成 寛政2・ 文化9 柏原屋清右衛門
△万年小鑑 半切 寛政2・ 文化9 秋田屋徳兵衛、秋田屋市兵衛
△三世相小鑑 寛政2・ 文化2 敦賀屋九兵衛、鹽平
△三世相小鑑 半紙ニッ切 寛政2・ 文化9 秋田屋徳兵衛、市兵衛など
△改正三世相 寛政2・ 文化9 勝六
△永代雜書 寛政2・ 文化9 敦賀屋九兵衛
△拾遺雜書 寛政2・ 文化9 敦賀屋九兵衛
△寶玉雜書 寛政2 柏原清右衛門、藤善
★新板三世相大全増補寶玉雜書 なし 柏原清右衛門
△雜書大全 寛政2 柏原佐兵衛
△雜書大紙三ッ切 寛政2 柏原佐兵衛
△大雜書千歳暦 寛政2 柏原重兵衛、柏原庄兵衛
△大雑書改正 井上板 寛政2 加善
△雜書いろは引 寛政2 勝尾屋六兵衛、河佐ら
△大雜書寿命袋 寛政2・ 文化9 秋田屋徳兵衛、秋田屋市兵衛
△長暦 文化9 奈長、敦九、河八、藤彌、京浅ら
△長暦 首書 大本 文化9 〃

△長暦 新板 大本 文化9 〃

△長暦 小本 文化9 敦 九、 河 八 、京 、 藤彌 、藤 善 ら
△如意雜書 文化9 秋田屋太右衛門
△寶暦雜書 古板 ・新板 寛政2・ 文化9 奈良屋長兵衛、泉屋善右衛門
△寶暦雜書 再板 同文政板 文化9・ 文政板 河喜、泉善
△寶暦雜書 安政再板 安政2 〃

△明暦雜書 留板 寛政2 奈良屋長兵衛、泉善右衛門
△明光雜書 寛政2・ 文化9 奈良屋長兵衛、泉善右衛門

お
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書 名 申出か出版年 作 者 板 元 備 考
△雜書萬代暦 寛政2・ 文化9 奈良屋長兵衛、泉善右衛門
△萬年雜書 小本 寛政2 泉卯
△萬歳雜書大成 大本一冊 寛政2 柏清、勝六、敦九

△萬歳雜書大成 文化9 吉市、秋良

△萬歳大雜i書日用宝 大本 寛政2・ 文化9 柏清、勝六、敦九

△萬歳大雜書日用寶 再板 慶応3
△長暦乃考集 寛政2 不明
△長暦萬考集 文化9 藤 彌 、敦 九 、河八 、藤 善 、網 茂 、網 清

△萬寶三世相 大本 寛政2 勝尾屋六兵衛
△改正萬寶 大本 文化9
△大雑書改正千歳暦 文化9 柏庄
△男女名付親 文化9 柏原屋清右衛門
◎萬歳大雜書日用寳 寛政13 下河邊拾水 柏原屋清右衛門
◎袖珍萬寶年暦重法記 寛政12 小刀屋六兵衛
◎絵本女雜書 寛政12 岡田玉山 柏原屋重兵衛
◎萬年暦雜書大成(『萬寶雜書元三御国入』改題) 寛政13 海部屋勘兵衛
△萬暦雜書 文化9 天源
◎歴代萬寳即鑑 文化2 小刀屋六兵衛
◎大成年暦通覧 文化3 鎌田禎蔵 河内屋太助
◎萬寶二面鑑(再 板) 文化5

◎大成萬寶二面鑑(新 板) 文化5 小刀屋六兵衛
△大雜書萬年暦 文化9 加善
△大雜書萬年寶蔵 折本 文化9 秋太、河嘉、伊豫善、伊丹善、塩季 ら

△大雜書新撰綱目 文化9 吉市、秋良、敦賀屋九兵衛

△広益大雜書 文化9 秋田屋太右衛門、秋良

◎懐中雜書さいわい袋 文化6 布屋清蔵 柏原屋庄兵衛
◎萬寶三世相(新 板) 文化6 勝尾屋六兵衛
△春秋社日樵儀 文化9 河八、河新

△春秋社日略樵儀 文化9 河八、河新

△雜書伊呂波引 文化9 勝尾屋六兵衛
△萬年大雜書永大暦 文化9 加善
△壽福雜書 文化9 河太
△大雜書萬々暦 文化9 河茂
△新明暦天文臺 文化9 河茂、河和

◎雜書大全伊呂波引 文化12 鎌田禎蔵 勝尾屋六兵衛
◎萬年大雜書暦臺鑑 文化12 濱松歌國 加賀屋善蔵
●萬宝大雑書(再 板) 文化13 和泉屋市兵衛 中本
◎萬暦両面鑑(再 板) 文化14 鹽屋喜助
◎懐寶萬年暦 文化14 南里亭基楽 秋田屋太右衛門
◎万暦両面鑑(再 板) 文政3 鹽屋季助
◎萬暦両面鑑(再 刻) 文政5 鹽屋季助

N
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皿柵

△増補永暦小筌 折本 文化9・ 文久1再 鹽屋季助、奈長、伊豫善、銭佐ら

◎増補永暦小筌 文政5 鹽屋季助
◎昼夜重寶萬年暦(再 板) 販売見直す
◎新増訂正年暦掌箋 文政11 蔀屋仙三 鹽屋喜助
●大雑書 文政11 西村屋與八
◎寶暦雜書萬々歳 文政12 河内屋源七
☆ こ よみ うた 文政13 小山田松屋注
△三世相日用宝鑑 文化9 河内屋菊次郎、敦彦

◎三世相日用寶鑑 文 政13・ 天 保2 和泉屋彌四郎 河内屋菊次郎
◎新増再刻年暦掌箋 天保3 蔀屋仙三 鹽屋喜助
◎天保大雜書万年暦 天保5 大和屋桂蔵 河内屋菊次郎
△天保大雜書万年暦 中本 天保8再 板 安政板 河長、敦彦
◎万寶二面鑑(再 板)

◎ 同 大成(〃)

◎万暦両面鑑(〃)

◎増補永暦大成(〃) 天保5 奈良屋長兵衛
★増補新刊随一大雜書古今大成 天保9 尾陽書肆
萬暦両面鑑(再 板) 天保10 河内屋太助
天保新選永代大雜書萬暦大成 天保11 敦賀屋九兵衛(松 村文海堂) 序は天保9
★天保新選永代大雜書萬暦大成 天保13 欠丁
★壽福三世相大鑑(改正増補再刻)天保11 魯鈍翁識 東都書林合板
#嘉永大雑書三世相 嘉永3 池田東籬翁編・松川半山画

★三世相解嘉永大雑書 嘉永4 臼杵梅彦纂輯 江戸書林播磨屋勝五郎板 歌川貞秀画 鶴峰彦一郎校
#國寶大雜書萬寶選 嘉永6 文光堂主人・柳川重信画 文光堂と柳園種春は同一人物P

#國寶大雜書 嘉永6 柳園種春 ・柳川重信画
★大雑書 安政6 梶高賀全識 東都書林 吉田屋文三郎板 187の 元板 、30丁 迄 同 じ

★大雑書三世相 全 奧付ナシ 東都書林 吉田屋文三郎板 186の 後半 部 分 カ ヅ ト

#萬歳大雑書日用寳 弘化4 河内屋侘助 慶応3河 内屋佐助板 と同じ
★三世相安政雜書大成 全 江戸栄林堂 小本 『永代雜書萬暦大成』の縮小版P

●三世相小鑑 中本 森尾治兵衛 栄松 錦森堂
●三世相小鑑 改訂増補版 文久1 藤岡屋慶次郎 松林堂
★明治補刻永代大雜書萬暦大成 明治30 千葉久栄堂
同 明治34 〃

同 大正15 〃

同 昭和2 〃 39版

同 昭和6 〃 40版

★運気根元福禄寿万宝大雑書 明治35 中川青龍編 瀬山順成堂 題箋運気発揚萬録寿寶三世相大全
★万民重宝永歴代雜書大成 明治39 千葉久栄堂

※重複 す るもの は1つ にまとめた。例 えぽ 『ふ くざつ しよ』 は 『国書総 目録』 と 『岩瀬文庫 図書 目録』 に

記載 され るが、 『国書総 目録』 にまとめた。

。う
鵠



る
暦
註
書
が
大
雑
書

の
中
に
進
取
さ
れ
て
い

っ
た
の
だ
が
、
武
家
や
知
識
階
層

で
は
な
く
庶
民
階
層
を
読
者
対
象
と
し
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴

で
、
彼
ら
に
う

　
　

　

け

い
れ
ら
れ
広
範
に
浸
透
し
た
書
物

で
あ

っ
た
。

い
っ
た
い
、
庶
民
か
ら
の
需
要
も
多
く
、
数
多
く
出
版
さ
れ
た
は
ず
な
の
だ

が
、
と
こ
ろ
が
ど

の
よ
う
な
傾
向

に
そ

っ
て
ど
ん
な
種
類

の
大
雑
書
が
刊
行
さ

れ
た
か
、
ま
た
ど

の
よ
う
な
理
由
か
ら
大
雑
書
出
版
に
至

っ
た
か
、
そ
の
経
緯

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
よ
く
わ
か

っ
て
い
な

い
の
が
実
情
で
あ

る
。

そ
こ
で
ま
ず
近
世

に
出
版
さ
れ
た
大
雑
書

の
数
や
刊
行
年
を
知
る
糸
口
と
し

て
、
『国
書
総
目
録
』
『寛
永
九
年
版
大
ざ

つ
し
よ
』
『岩
瀬
文
庫
図
書
目
録
』

「
香
川
大
学
附
属
図
書
館
神
原
文
庫
」
『大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
十
二
巻
、
同

書
第
十
三
巻
、
『享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
、
各
古
書
店
の
目
録
類
、
そ

れ
に
著
者
蔵
の
大
雑
書
類
な
ど
を
も
と
に
さ
ぐ

っ
た
。
大
雑
書

の
題
箋
、
刊
行

年
月
、
出
版
元
、
特
記
す
べ
き
点
な
ど
を
ま
と
め
た
も

の
が
表
1
で
あ
る
。
列

挙
分
だ
け
で
も
優

に
二
百
近

い
。
実
数
が

さ
ら
に
増
え
る
こ
と
は
容
易

に
察
せ

ら
れ
よ
う
。

表
1
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
大
雑
書
は
近
世
に
は
諸
々
の
版
元
か
ら
種
々
雑

多

に
刊
行
さ
れ
、
明
治
以
降
も
増
補

・
改

訂
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
は
昭
和
ま
で

続

い
た
。
そ
の
な
か
に
あ

っ
て

『永
代
大

雑
書
萬
暦
大
成
』
(天
保
十

一
年
)
は

数
あ
る
大
雑
書

の
な
か
の
完
全
版
な
い
し
は
総
集
編
と
目
さ
れ
る
。
板
元
は
浪

華

の
書
肆
、
敦
賀
屋
九
兵
衛

(松
村
文
海
堂
、
敦
九
)
で
あ
る
。
敦
賀
屋
九
兵

衛

に
つ
い
て
は
八
節
で
ふ
れ
る
。
浪
華
で
は
敦
賀
屋

の
ほ
か
に
秋
田
屋
太
右
衛

門
が

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
の
書
賈

(書
籍
商
)
で
あ

っ
た
。
江
戸

で
は

須
原
屋
茂
兵
衛
、
須
原
屋
伊
八
、
岡
田
屋
嘉
七
、
山
城
屋
佐
兵
衛
、
吉
田
文
三

郎
の
各
書
肆

か
ら
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。
大
雑
書
が
永
続
性

の
あ
る
出
版
物

で

あ

っ
た
こ
と
は
、
庶
民
階
層
が
必
要
と
し
た
書
物

で
あ
り
、
彼
ら
の
必
要
と
し

た
情
報
が
盛
り
こ
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
物
語
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
他
板

の
大
雑
書
刊
行
事
情

に
大
き
く
力
が
あ

っ
た

の
が

こ
の

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
現
在
、
古
本
市
場
か
ら

入
手
で
き
る
数
少
な
い
大
雑
書

の
ひ
と

つ
で
も
あ
る
。
大
き
さ
は
美
濃
本
よ
り

小
型

の
半
紙
本
で
頁
数
は
三

一
八
丁
、
厚
さ
六
セ
ン
チ
に
及
ぶ
。
上
欄

の
下
方

に
横
線
を
引

い
た
上
層

(首
書

・
頭
書
)
と
、
下
段
部
分

か
ら
成
る
。
知
識
や

知
恵

の
総
体
は
内
容
か
ら
ぼ
か
り
で
な
く
、
あ

い
だ
に
挟
ま
れ
た
豊
富
な
挿
絵

か
ら
も
得
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
が
、
『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
自
体

の
旦
ハ

体
的
な
分
析
に
つ
い
て
は
五
節

で
ふ
れ
る
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
大
雑
書
を
代
表

格

の

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
が
中
世
か
ら
の
暦
註
書
を
ど
の
よ
う
に
取
り

込
ん
で
い
っ
た
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

三

大
雑
書
と
各
暦
註
書
と
の
関
係

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
を
は
じ
め
と
す
る
大
雑
書
を
出
版
す
る
に
あ
た
っ

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
重
な

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
ず
大
雑
書

の

内
容

に
組
み
入
れ
る
に
際
し
て
、
中
世
か
ら
の
書
物
類
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

た
こ
と
を
検
証
し
よ
う
。
と
い
う
の
も
中
世
か
ら
続
く
暦
註
書
類

や

『拾
芥
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抄
』
と
の
内
容
を
照
合
す
る
と
興
味
深

い
結
果
が
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ア

　

ま
ず

『東
方
朔
秘
傳
置
文
』
と
の
関
係
を
吟
味
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

以
下
に
示
す
の
は

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
上
層
総
目
録

の
う
ち
、
『東

方
朔
秘
傳
置
文
』
と
同
じ
内
容
に
該
当
す

る
目
録
を
取
り
だ
し
た
も

の
で
あ
る
。

六

日

の
雑
占
、
九

月
輪

の
雑
占
、
十

一

三
日
月

の
雑
占
、
十
三

か
さ

月

の
雑
占
、
十
九

暈
の
雑
占
、
二
二

星

の
雑
占
、
二
七

北
斗
星
の

よ
ば
ひ
ぼ
し

あ
ま
の
が
わ

雑
占
、
二
八

彗
星
の
雑
占
、
三
十

流
星

の
雑
占
、
三
二

天
漢
川

の

雑
占
、
三
四

虹

の
雑
占
、
三
七

雲

の
雑
占
、
三
九

風
の
雑
占
、
四

十

雨

の
雑
占
、
四
四

雪

の
雑
占

、
四
六

霧
の
雑
占
、
四
九

霜

の

い
な
び
か
り

雑
占
、
五
四

地
震

の
雑
占
、
五
六

雷

の
雑
占
、
五
八

電

の
雑
占
、

六
六

八
節
風

の
雑
占
、
六
七

八
風
日
風
雨
雑
占
、
七

一

立
春
風

の

占
、
七
二

春
分
風

の
占
、
七
三

立
夏
風

の
占
、
七
四

夏
至
風
の
占
、

七
五

立
秋
風
の
占
、
七
六

秋
分

風
の
占
、
七
七

立
冬
風
の
雑
、
七

八

冬
至
風
の
占
、
八
四

風
雨
雑
占
、
八
八

煙
の
占

さ
ら
に
内
容
を
見
比
べ
て
み
る
。
『東

方
朔
秘
傳
置
文
』

の

「第
六

虹
を

伺
ひ
て
吉
凶
を
知
事
」
を
ひ
く
。
虹
の
雑
占

の
ひ
と

つ
に

「
二
月
に
西
に
虹
立

ハ
五
穀
高
直
と
し
る
べ
し

三
月
朔
日
に
虹
あ
ら
バ
米
高
直
と
知
る
べ
し

四

月
節

に
虹
あ
ら
バ
米
麦
大
豆
小
豆

の
る
い
高
直
と
し
る
べ
し

五
月
に
虹
あ
ら

バ
大
麦
小
麦
高
直
と
し
る
べ
し

六
月
に
虹
あ
ら
バ
秋
に
い
た
り
て
大

に
高
直

な
り
と
知

る
べ
し

七
月
に
虹
あ
ら
パ
五
穀
高
し

八
月

に
虹
あ
ら
バ
粟
高

し

十
月
に
虹
あ
ら
バ
田
畑
ふ
作
と
し
る
べ
し

十
二
月
虹
あ
ら
バ
人
民
わ
づ
ら
ふ

　
き

　

又
虹
さ
い
さ
い
あ
ら
バ
大
豆
高
し
と
す
る
べ
し
」
と
解
説
さ
れ
る
。

い
っ
ぽ
う

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
の

「
三
四

虹

の
雑
占
」

に
上
記
と
同
項
目
内
容

の
も
の
と
照
合
し
て
み
る
と

「正
月

に
虹
あ
れ
ば
八
月
に
い
た
り
て
米

の
値
高

し

〇
二
月
に
虹
あ
れ
ば
五
穀
の
値
高
し

〇
三
月

に
虹
あ
れ
ば
米
及
び
魚

の

値
高

し

〇
五
月
に
虹
あ
れ
ば
大
豆
小
豆
と
も
に
高
し

〇
六
月
に
虹
は
麻

の

値
高

し

○
八
月
の
虹
は
来
春
に
い
た
り
粟

の
値
高
し

〇
九
月

の
虹
は
麻
あ

る
ひ
は
五
穀

の
値
高
し

〇
十
月
は
吉
凶
な
し

〇
十

一
月

の
虹
は
大
豆
高
し

　
　

　

〇
十

二
月
は
な
し
」
と
な
る
。
と
も
に
天
変
地
異
に
よ
る
五
穀
や
麻
や
魚
な
ど

生
産
物

の
豊
作

・
不
作
が
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
似
通

っ
て
い
る
。
も

っ
と
も
完

璧

に
相
似
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
に
は
あ
ら
た
め
て
例
示
し
な
い
が
日

や
月
な
ど
他

の
気
候
の
雑
占
を
細
部
に
わ
た

っ
て
照
合
す
る
と
、
整
合
し
な

い

内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
。
大
き
な
相
違
点
は

『東
方
朔
秘
傳
置
文
』

の
気
候
雑

占
に
は
天
変
地
異
と
そ
れ
に
伴
う
政
情
不
安
が
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
、

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
の
ほ
う
は
旱
魃
や
不
作

の
事
象

に
と
ど
ま
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
大
雑
書
が

『東
方
朔
秘
傳
置
文
』
を
引
用
し
た
事
実
は
動

か
し
が
た
い
。

　
り
　

つ
づ

い
て

『篤
籃
内
傳
』
に
移
る
。

『籃
箟
内
傳
』
と

『永
代
大
雑
書
萬
暦

大
成
』
の
同
じ
内
容
を
ぬ
き
だ
し
、
『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
の
目
次
↑

『籃
籃
内
傳
』
巻

・
目
次

の
順

に
記
し
、
対
応
さ
せ
る
と

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
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=
二

三
鏡
宝
珠

の
図
説
↑

一
-
十
三

三
鏡
之
方
之
事
、

一
四

歳

徳
神

の
図
説
↑

一
-
二

歳
徳
神
之
方
事
、

一
五

八
将
神

の
図
説
↑

一

-
三

八
将
神
之
方
事
、
十
六

金
神

の
図
説
↑

一
i
六

金
神
七
殺
異

説
、

一
七

三
月
塞

の
方
位
↑

一
-
十

一

時
之
塞
之
方
事
、

二

一

暦

の
上
段
十
干
の
解
↑
ニ
ー
二

十
二
支
之
事
、
二
四

暦
中
段
十
二
直

の

解
↑
ニ
ー
三

十
二
客
事
、
二
九

二
十
八
宿
吉
凶
図
解
↑
五
ー
二

二

十
八
宿
姓
之
事
、
三

一

土
公
神

の
解
↑
三
-
五

土
公
変
化
之
事
、
三

六

社
日
の
説
↑
ニ
ー
七

社
日
之
事
、
三
八

八
専

の
説
↑
二
ー
四
二

八
専

之
事
、
ニ
ー
四
十

三

八
専

間

日
、
四

三

半

夏
生
↑

三
-
十

半
夏
生
之
事
、
四
五

土
用

の
説
↑

三
-
九

土
用
間
日
之
事
、
四
六

三
伏
日
の
説
↑
三
-
十

一

三
伏
日
之
事
、
四
九

臘
日
の
説
↑
ニ
ー
八

臘
日
之
事
、

五
二

暦

の
下
段
日
並
吉
凶

の
解

↑

ニ
ー

五

七
箇
善
日
、
ニ
ー
九

復
日
之
事
、
ニ
ー
十

重
日
之
事
、

ニ
ー
十
二

血
忌
日
、
ニ
ー
十
五

減
食
日
、
ニ
ー
十
七

三
箇
悪
日
、

三
ー
十
五

神
吉
日
之
事
、
三
i
十

六

五
基
日
之
事
、

五
三

暦

の
外
に
日
取
吉
凶
、
〇

三
宝
吉
日
↑
三
ー
十
四

三
寳
吉
日
、

○
天
空
日
↑
ニ
ー
六

天
牢
神
之
事

、
○
厭
日
↑
ニ
ー
十
九

、
○
厭
對

日
↑
ニ
ー
二
十

厭
對
日
事
、
○
無
翹
日
↑
ニ
ー
十

八

無
翹
日
、
〇
四

季
悪
日
↑
ニ
ー
三
十

一

四
季
悪
日
、
〇
五
離
日
↑
三
-
十
九

五
離
日

之
事
、
○
保
呂
風
日
↑
四
-
九

七
箇
悪
日
、
○
赤
舌
日
↑
ニ
ー
二
十
九

赤

口
日
事
、
ニ
ー
三
十

赤
舌
日
事
、
○
不
成
就
日
↑
ニ
ー
四
十

一

不

成
就
日
、
○
空
亡
日
↑
三
-
二
十
二

小
空
亡
日
、
大
空
亡
日
↑
三
i
二

十
三

空
亡
時
之
事
、

五
六

居
室
門

○
家
造
日
取
吉
凶
井
方
角
土
地

○
家
造

に
向
吉
方

井
忌
方

○
柱
立
家
造
吉
日
并
悪
日
↑
四
-
六

八
神
吉
凶
之
事
、
四
ー

九

七
箇
悪
日
事
、

五
八

四
神
相
應

の
地
の
事
↑
四
-
二

四
神
相
應
之
地
、
六

一

五

性
に
よ

っ
て
地
形
善
悪
の
事
↑
四
-

一

地
判
形
之
事

『籃
籃
内
傳
』
に
は
な
く

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』

に
挿
入
さ
れ
て
い
る
の

が
、
三
七

犯
土

の
説
、
三
九

十
方
暮

の
説
、
四

一

庚
申

の
説
、
四
二

八
十
八
夜

の
説
、
四
二

半
夏
生

の
説
、
四
四

入
梅
の
説
井
出
梅

の
事
、
四

七

二
百
十
日
の
説
、
四
八

冬
至

の
説
、
五

一

節
分

の
説
、
五

一

閏
月

の
説
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
近
世

へ
の
移
行
段
階
で
新
し
く
組
み
入
れ
ら
れ
た
季

節
に
関
す
る
語
彙
群
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
語
彙
は
近
世
の
庶
民
が
日

常
生
活

に
必
要
と
し
た
季
節

の
言
葉

で
あ

っ
た
と
も
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

目
録
分
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
が
、
こ
の
よ
う
に
比
較
し
て
み
る
と
、
三

一
八
丁
あ
る

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』

の
う
ち

『鹽
篁
内
傳
』
『東
方
朔
秘

傳
置
文
』
関
係

の
記
述
分
は
半
分
近
く
を
占
め
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
く
、
両
書

の
大
雑
書
に
対
す
る
貢
献
度
は
極

め
て
高

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
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い
。
も
う

一
冊

の

『占
事
略
決
』
で
は
ひ
と

つ
の
項
目
や
内
容
が

『永
代
大
雑

書
萬
暦
大
成
』

の
何
項
目
か
を
挟

み
多
岐

に
拡
散
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
の

で
、
正
確
な
対
照
箇
所
を
探
す
こ
と
が
難

し
く
こ
こ
で
は
省

い
た
。
が
、
参
考

に
し
た
こ
と
は
当
然
予
測
さ
れ
る
。

四

『拾
芥
抄
』
と
大
雑
書
と
の
関
係

「魂
呼
び
」
か
ら

　　
　

つ
づ

い
て

『拾
芥
抄
』
を
み
よ
う
。
『拾

芥
抄
』
は
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南

北
朝
時
代
に
成
立
し
、
お
も
に
公
家
廷
臣

を
対
象
と
し
た

一
種

の
百
科
全
書
で

　ね
　

あ
る
。
三
巻
、
漢
文
体
で
書
か
れ
、
歳
時

・
文
学

・
風
俗

・
官
位

・
典
礼

・
国

部

・
神
仏

・
衣
食

・
吉
凶
な
ど
有
職
故
実

に
関
す
る
事
象

・
事
物

の
名
目
を
百

え
ん
た
い
り
や
く

と
う
い
ん
き
ん
か
た

科
全
書
風
に
類
従
す
る
。
日
記

『園
太
暦
』
を
残

し
た
洞
院
公
賢

の
撰

で
あ
る
。

大
雑
書

の
種
類
に
つ
い
て
は
表
1
に
示

し
た
よ
う
に
多
く
の
種
類
が
出
版
さ

れ
た
が
、
そ
の
ひ
と

つ
に

『三
世
相
解
嘉
永
大
雑
書
』
が
あ
る
。
そ

の

「
九
曜

星
く
り
よ
う

(五
丁
オ
)」

の
項

に
は

「文
化
元
年
甲
よ
り
す
ゑ
六
十
年

ハ
中

だ
ん
也
但
し
拾
芥
抄
に
の
す
る
と
こ
ろ
は
上
中
下
三
段

に
か
〉
わ
ら
ず
男
女
共

に
羅
を

一
才
と
し
土
を
二
才
と
す
と
そ
」
と
記

し
、
『拾
芥
抄
』
か
ら

の
典
拠

で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
管

見
の
限
り
で
あ
る
が
、
大
雑
書
が

『拾
芥
抄
』
か
ら
影
響
を
う
け
た
こ
と
は
次

の
魂
呼
び

(魂
結
び
)
の
呪

い
歌

か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
。

『拾
芥
抄
』
「諸
頌
部
第
十
九
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
呪

い
歌
が
あ
る
。
そ

の
ひ

と

つ

「見
人
魂
時
歌
」
で
は

「
タ

マ
ハ
ミ
ッ
ヌ
シ

ハ
タ
レ
ト
モ
シ
ラ
子
ト
モ
ム

ス
ヒ
ト
、
メ
ッ
シ
タ
カ

ヘ
ノ
ッ
マ
誦
此
歌
結
所
着
衣
妻
也

男

ハ
左

ノ
シ
タ
カ

ビ
ノ
ッ
マ

女

ハ
同
右
ノ
ッ
マ
ヲ
結
也
」
と
記
す
。
『三
世
相
解
嘉
永
大
雑
書
』

に
も
同
じ

「
人
魂
を
見
る
時

の
歌
」
が
あ
る
。
「
た
ま

ハ
見

つ
ぬ
し
は
た
れ
と

も
し
ら
ね
と
も
結
び
と
め
た
り
し
た
が

へ
の
つ
ま
」
と
唱
え
、
「右

の
う
た
を

と
な

へ
男

ハ
左
女

ハ
右

の
下
が

へ
の
つ
ま
を
む
す
ぶ
ま
ね
を
す

べ
し
」
と
説
明

す
る
。
す
な
わ
ち

『拾
芥
抄
』
と
寸
分
違
わ
ぬ
呪

い
歌
が
大
雑
書

に
も
見
出
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
呪
い
歌
は
近
松
門
左
衛
門

『曾
根

崎
心
中
』
に
も
見
出

さ
れ
る
。
心
中
直
前

の
お
初
と
徳
兵
衛
が
人
魂

を
見
、

「
オ
・
常
な
ら
ば
結
び
留

め
繋
ぎ
留
め
ん
」
と
嘆
く

の
も
、
こ
の
慣
習
が
庶
民

に
膾
炙
し
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

身
体
か
ら
抜
け
出
し
た
魂
を
止
め
る
魂
結
び
の
呪
い
歌
は
、
古
代
か
ら
継
承

　お
　

　レ
　

さ
れ
た
も

の
の
よ
う
で
あ
る
。
『伊
勢
物
語
』
と

『源
氏
物
語
』

の
時
代
か
ら

既
に
そ
の
言
説
は
広
ま

っ
て
い
た
。
お
よ
そ
三
百
年
を
経

て
、
「魂

は
見
ず
主

は
誰
と
も
知
ら
ね
ど
も
結
び
留
め
つ
下
交

の
褄
」
と

『拾
芥
抄
』

に
紹
介
さ
れ
、

約
五
百
年
後
に
も

「釜

の
鳴
く
と
き

の
呪

い
歌
」
「
地
震

の
呪

い
歌
」
な
ど
と

同
じ
く
数
多
あ
る
呪
い
歌

の
ひ
と

つ
と
し
て
大
雑
書
に
も
混
入
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
日
本
文
化
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
え
ば
大
げ
さ
で
あ
る
が
、

た
と
え
迷
信
で
あ

っ
て
も
人
々
の
精
神
性
に
寄
与
し
た
も

の
が
あ

っ
て
そ
れ
が

古
代
か
ら
中
世
、
近
世
と
連
綿
と
引
き
継
が
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
を
大
雑
書

の
ひ
と
つ

『三
世
相
解
嘉
永
大
雑
書
』

か
ら
も
知
り
え
る
わ
け
で
あ
る
。
大
雑

書
が
近
世
日
本
生
活
文
化
史

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
蓋
然
性
は
高
い
と
い
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わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

大
雑
書
は

『拾
芥
抄
』
か
ら
も
多
く

の
知

識
を
採
取
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
前

述

の
暦
註
書
類
と
重
複
す
る
項
目
も
あ
る
が

、
相
互

に
補
完
す
る
形

で
大
雑
書

に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
が

『拾
芥
抄
』

の

「諸
頌
部
第
十

九
」
(以
上
巻
上
)
「
服
忌
部
第
十
九
」
「觸

穢
部
第
二
十
」
「方
角
部
第

三
十

三
」
「八
卦
部
第
三
十
四
」
「生
年
吉
凶
部
第
三
十
六
」
「諸
事
吉
凶
部
第
三
十

八
」
「養
生
部
第
三
十
九
」
で
、
『永
代
大

雑
書
萬
暦
大
成
』
上
層
総
目
録

の

コ

ニ
三

御
改
正
服
忌
令
」
、
「九
〇

夢

は
ん
じ
」
、
総
目
録

で
は

「五
五

吉
慶
門
」
「
六
七

移
徙
転
宅
の
心
得
」
「
六
八

門
小
屋
別
亭
厠
立
る
心
得
」

「七
〇

井
掘
井
浚

の
心
得
」
「
七
二

竈
塗
吉
日
」
「七
五

裁
縫
門
」
「七
六

衣
服
裁
と
き

の
心
得
」
「七
七

疾
病
門
」

と
照
応
す
る
。
こ
れ
ら

の
見
出
し

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
天
候
な
ど

の
現
象
や
日
時
を
占
う
と
い
う
暦
註
本
来

の
立
場
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
竈
を
塗

る
日
、
井
戸
を
掘
る
日

.
浚
・兄
る
日
、

厠
を
造
る
日
、
衣
服
を
裁

つ
日
、
親
族
が
亡

く
な

っ
た
時
自
宅

に
謹
慎
す
る
期

間
な
ど
な
ど
、
実
生
活

の
諸
活
動

に
踏
み
込

ん
で
、
な
お
そ
の
行
為
を
正
当
化

す
る
た
め
の
知
識
や
知
恵

の
拠
り
ど
こ
ろ
に
な
る
よ
う

に
機
能

し
た
こ
と
が
理

解
で
き
る
。
俗
に
言
う
、
開
運
を
願
い
行
動

を
起
こ
す
前

に
吉
凶
を
占

い
、
あ

る
い
は
ま
じ
な
い
を
お
こ
な
う
そ
の
契
機

と
す
る
た
め
に
大
雑
書
を
開
く
、

つ

も
り
な
の
で
あ
る
。
生
活

に
潤
い
を
与
え
る
と

い
う
と
穿

っ
た
理
解

に
な
る
が
、

そ
の
よ
う
な
占

い
や
ま
じ
な
い
と
い
う
い
わ
ば
儀
礼
的
手
順
を
装
う
こ
と
が
社

会
文
化
的

に
意
義
あ
る
こ
と
と
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
で
あ
ろ
う
。

大
雑
書
に

『拾
芥
抄
』

の
内
容
が
多
く
取
り
込
ま
れ
た
の
に
は
い
ろ
い
ろ
理

由
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
特
権
階
級
で
あ

っ
た
公
家
や
武
家
必
携

の
儀
礼
や

格
式

に
関
す
る
知
識
や
常
識
を
庶
民
生
活

レ
ベ
ル
で
享
受
す
る
こ
と
に
意
味
が

あ
る
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ま
り
大
雑
書
出
版
に
は
公
家

.
武
家

世
界

の
教
養
や
文
化

の
総
体
を
庶
民

レ
ベ
ル
で
受
容
す
る
と
い
う
目
論
見
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』

に
は
、
『拾
芥
抄
』

の
ほ
か
に

『吉
日
考

秘
伝
』
(賀
茂
在
盛
撰
、
長
禄
二

く
一
四
五
八
V
年
奥
書
)
と
同
じ
内
容
が
含
ま

　ゐ
　

れ
る
。

『吉
日
考
秘
伝
』
は
室
町
中
期

の
作

で
、
平
安
末
期

か
ら
鎌
倉
期

に
つ

く
ら
れ
た
暦
註
書
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
若
干
趣
き
を
異
に
し
、
養
生
論
や
呪

　ハ
　

術
性
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
書
物
で
あ
る
。
大
雑
書
類

へ
の
引
用

に
つ
い
て
も

考
慮
さ
れ
た
と
思
う
が
、
『吉
日
考
秘
伝
』
が
ど

の
よ
う

に
大
雑
書

に
編
入
さ

れ
た
か
に

つ
い
て
は
本
稿

で
は
省

い
た
。

五

中
世
か
ら
近
世

へ
ー

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』

こ
の
よ
う
に
し
て
中
世
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
暦
註
書
が
注
ぎ
込
ま
れ
、
段
階

的

に
情
報
が
集
積

さ
れ
て
い

っ
た
も

の
が
大
雑
書
な

の
で
あ

っ
た
。
翻

っ
て

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
か
ら
上
述
の
書
物
に
よ
る
引
用
箇
所
を
省

い
た
部

分
が
近
世

に
な

っ
て
新
し
く
組
み
入
れ
ら
れ
た
知
識
や
知
恵

の
集
積
部
分
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
二
五
六
頁
に
示
し
た
前
述

の
季
節
の
語
彙
群
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に
加
え
て
、
旦
ハ体
的
に
は
上
層
総
目
録
で
は
後
半
部
分

の

「九

一

呪
秘
傳
」

「九
二

救
民
妙
薬
鈔
」
「九
三

食
物
製
造
秘
傳
」
「九
四

諸
事
重
宝
記
」

「
九
五

急
難
を
救
秘
傳
」
～
「
百
二
四

疱
瘡
呪
秘
傳
」
が
新
し
く
加
わ

っ
た

情
報
で
あ
る
。
総
目
録

の
方
で
は

「九
三

出
行
羇
旅
門
」
「九
七

農
家
門
」

「
百

奴
僕
門
」
「百

一

売
買
門
」
～
「
百
六

米
相
場
休
日

の
例
」
「百
七

食
類
門
」
「百
九

雑
事
門
」
「百
十

方
位
門
」
～
「百
五
三

人
相
総
論
」

か
ら
最
後

の

「二
百
九

早
繰
年
代
記
」

ま
で
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
「九
三

出
行
覊
旅
門
」
「九
七

農
家
門
」

の
中

に
は

一
部

『拾
芥
抄
』

の
内
容
と
重

複
す
る
箇
所
も
含
ま
れ
る
が
、

『永
代
大
雑

書
萬
暦
大
成
』
の
後
半
部
分

に
は

従
来

の
暦
註
書
を
若
干
手
直
し
し
た
部
分

、
も
ろ
も
ろ
の
重
宝
記
類
か
ら

の
引

用
、
さ
ら
に
は
食
物
料
理
法
や
保
存
方
法

か
ら
米
相
場
や
旅
行
に
関
す
る
今
ま

で
と
違

っ
た
知
識
や
情
報
が
組

み
入
れ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
が
近
世
に
な

っ
て
新
し
く
挿
入
さ
れ
た
内
容

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
従
来

の

『吉
日
考
秘
伝
』

の
養
生
論
や
呪
術
的
内
容
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
た
項
目
で
あ
り
、
生
活

の
ノ
ウ

ハ
ウ
に
あ
た
る
雑
事

一
般
の
部
や
実
利
的
部
分
、
さ
ら
に
は
商
業
的
分
野
が
近

世
に
新
し
く
編
入
さ
れ
た
部
分
で
あ

る
。
畢
竟
、
こ
れ
ら

の
情
報
が
近
世

の
庶

民
に
と

っ
て
の
関
心
事

で
あ

っ
た
と
推
測

で
き
よ
う
。

元
来
、
暦
と
は
年
月
日
や
曜
日
を
知

る
た
め
に
作
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、

生
死
往
来

に
か
か
わ
る
対
象
を
照
ら
す
も

の
で
あ

っ
た
。
「す

べ
て
暦

ハ
万
事

　レ
　

を
起
し
行
ん
と
す
る
時
開
く
も
の
」
で
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
、
人
々
は
災
禍
を
避

け
運
命
を
切
り
開
く
べ
く
多
様
な
運
勢
占

い
を
記
載
す
る
暦
註
書

に
頼
り
、
そ

れ
ゆ
、兄
陰
陽
道
は
庶
民
生
活

の
隅
々
に
そ
れ
と
意
識
さ
れ
ず
に
溶
け
込
む
よ
う

に
な

っ
て
い
っ
た
要
因
は
大
雑
書

か
ら
始
ま

っ
た
の
で
あ
る
。　あ

　

こ
う
し
て
大
雑
書

は
江
戸
時
代

に

「生
活
化
さ
れ
た
陰
陽
道
」

の
書
籍
版
と

し
て
日
本
人
の
意
識

に
広
範
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
陰
陽
道
な
ど

の
歴
註
書
の

情
報
を
基
底

に
日
常
生
活
の
暮
ら
し
向
き
に
必
要
な
知
識
を
多
様
に
盛
り
込
ん

だ
も

の
が
大
雑
書
で
あ

っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

大
雑
書

の
出
版

の
始
ま
り
は

一
七
世
紀
中
ご
ろ
、
元
和

・
寛
永
の
頃
か
ら
と

い
わ
れ
て
い
る
。
戦
乱
が
収
ま
り
社
会
が
落
ち
着
き
は
じ
め
る
と
、
庶
民
階
層

の
行
動
に
規
律
や
規
範
を
求

め
る
意
識
も
お

の
ず
と
う
ま
れ
、
社
会
の
安
寧

の

た
め
の
秩
序
構
築
を
図
ろ
う
と
す
る
機
運
が
生
じ
る
。
大
雑
書
は
こ
れ
ら

の
要

求

に
応
え
る
も
の
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
雑
書

の
出
版
に
は
中
世
以
来

の
陰
陽
道
関
係

の
暦
註
書

『占
事
略
決
』
『篤
籃
内
傳
』
『東
方
朔
秘
傳
置
文
』
『吉
日
考
秘
伝
』
等
と
百
科

全
書
的
な
内
容
で
あ
る

『拾
芥
抄
』
を
中
心

に
、
そ

の
淵
源
が
求
め
ら
れ
る
。

大
雑
書
と
い
え
ぽ
占

い
が
中
心

で
、
迷
信
ば
か
り
で
軽
薄
な
内
容
が
満
載
さ
れ

た
も

の
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
の
じ

つ
中
世
か
ら
の
日
本
文
化
の
集
積
を
土

台

に
し
て
構
築
さ
れ
た
書
物
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

六

大
雑
書
に
関
す
る
先
行
研
究

節
用
集
と
の
相
違
な
ど

庶
民
階
層

で
利
用
さ
れ
た
は
ず

の
大
雑
書

で
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
時
に
使

用
さ
れ
た
か
そ
の
実
態
が
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
は
先

に
述
べ
た
。
そ
も
そ
も
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先
行
研
究
論
文
す
ら
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な

い
。
そ
の
中

に
あ

っ
て
大
雑
書
研

究
に
先
鞭
を

つ
け
た
の
は
橋
本
萬
平
氏
で
あ

る
。
大
雑
書
を
多
く
収
集
し
そ
れ

　
む
　

ら
を
比
較
研
究
し
た
。
そ
の
著
書

『大
ざ

つ
し
よ
』
と
、
前
節
に
引
用
し
た
大

雑
書
研
究
の
嚆
矢
と
も
い
う
べ
き

『寛
永
九
年
版
大
ざ

つ
し
よ
』
か
ら
は
、
概

略
的

に
大
雑
書

の
成
立
や
特
徴
が
知
れ
る
。

橋
本
氏
は
大
雑
書
は
庶
民
の
日
常
生
活

の
指
針
に
役
立

つ
も

の
と
し
て
百
種

類
近
く
も
出
版
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
ど
ん
な
家
庭

で
も

一
冊
は
買

っ
て

　　
　

い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
実
際

の
と

こ
ろ
、
大
雑
書
は
表
1
に
掲
げ
た
二

百
冊
近
く
の
ほ
か
に
も
も

っ
と
多
く
出
版
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

近
世
庶
民
の
生
活
を
窺

い
知
る
に
は
無
視

で
き
な
い
書
物
で
あ

る
の
だ
が
、
し

か
し
な
が
ら
多
種
多
様

の
も

の
が
出
版
さ

れ
た
わ
り
に
は
現
在
古
本
市
場

に
現

れ
る
の
は
非
常
に
少
な
い
。
た
と
え
見

つ
か

っ
た
と
し
て
も
手
垢
で
汚
れ
、
水

が
染
み
、
本
を
繰
る
度

に
触
れ
た
本
文
の
端

の
方
が
ち
ぎ
れ
、
ボ

ロ
ボ

ロ
に
近

い
形
状

で
あ
る
。
筆
者
が
所
有
す
る
十
数

冊
の
大
雑
書
も
同
様
で
、
余
り
良
い

状
態

で
は
な
い
。
ま
た
た
と
え
日
常
生
活

で
は
使
用
頻
度
が
高
か

っ
た
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
、
歴
史
的
に
も
文
化
的
に
も
価

値
を
持
た
な
い
も

の
と
し
て
処
分

さ
れ
て
し
ま
わ
れ
や
す

い
書
物

で
も
あ

っ
た
。

大
雑
書

の
そ
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
に
注
目
し
た
の
が
日
用
百
科
型
節
用
集

の

　
れ
　

小
口
条
痕
か
ら
使
用
頻
度
を
分
析
し
た
横
山
俊
夫
氏

の
研
究
で
あ
る
。
江
戸
時

代
の
礼
法

に
関
す
る
考
察

の

一
つ
の
糸

口
に
節
用
集
を
用

い
、
具
体
的
に
は
高

野
山

の
花
園
村
な
ど

の
対
面
調
査
を
お
こ
な

い
節
用
集
が
ど

の
よ
う
に
受
容
さ

れ
て
い
た
か
を
研
究
し
、
そ
こ
か
ら
節
用
集
や
大
雑
書
を
繰
る
際

の
手
垢
や
磨

耗
か
ら
使
用
頻
度
を
計
量
化
し
た
。
そ

の
着
眼
点
は
独
創
的
で
あ

っ
た
。

し
か

し
横
山
氏
は
大
雑
書
を
節
用
集

の
巻
末
部
を
拡
大
さ
せ
た
書
物
と
み
な
し
、
節

用
集
と
大
雑
書

の
特
徴
を
同
じ
部
類
と
し
て
と
ら
え
た
点

に
問
題
が
残

る
。
と

い
う
の
も
、
と
も
に
百
科
全
書
的
な
知
識
や
知
恵

の
集
積
が
基
本

で
あ

っ
て
も
、

節
用
集
は
語
彙
検
索
が
最
大

の
用
途
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
雑
書
は
陰
陽
道
や

暦
学
、
三
世
相
、
呪

い
、
籤
、
さ
ら
に
は
相
性

・
人
相
と
い

っ
た
い
わ
ゆ
る
サ

ブ

カ
ル
チ
ャ
i
的
な
領
域

に
嗜
好

の
中
心
が
置
か
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
つ
ま
り
は
両
書
は
全
く
異
な
る
用
途
目
的
で
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
情
報
が
肥
大
化
し
両
書
問
に
相
似
の
情
報
が
収

載
さ
れ
て
い
っ
た
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
節
用
集
な
ら
ば
美
本
で
古
本
市

　
　
　

場
に
残
さ
れ
、
多
く
の
類
書
が
復
刻
さ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
も
、
大
雑
書
と
節

用
集
で
は
所
有
者

の
使
用
方
法
や
態
度
に
基
本
的
な
相
違
が
あ

っ
た
と
考
、兄
ざ

る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

七

大
雑
書
の
変
遷

一
七
世
紀
以
降

の
社
会

の
安
定
や
秩
序
と
い
っ
た
構
造
変
化
が
大
雑
書
出
版

を
促
す
原
動
力

に
な

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、

つ
づ
い
て
刊
行

の
担

い
手

で

あ
る
本
屋
仲
間
の
動
静

に
関
心
を
向
け
、
彼
ら

の
版
権
保
護
政
策
が
大
雑
書
出

版
の
大
き
な
礎
に
な

っ
た
こ
と
を
論
じ
た
い
。

元
禄
年
間
、
都

の
錦

は
本
屋
仲
間

の
会
話
仕
立

て
に
し
て
書
籍

の
嗜
好
が
目
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ま
ぐ
る
し
く
流
行
り
廃
る
上
方

の
出
版

の
有
様
を
次

の
よ
う
に
あ
ら
わ
し
た
。

「京
本
屋

「あ
き
な
ひ
の
勝
手

に
は
、
好
色

本
か
重
宝
記
の
類
が
増
じ
や
」
と

い

へ
ば
、
大
坂
本
屋

「仰
れ
ば
そ
ふ
じ
や
。
す
で
に
大
坂

に
お
ゐ
て
、
家
内
重

宝
記
が
出
来
は
じ
め
し
よ
り
此
か
た
、
其
類
棟

に
み
ち
牛

に
汗
す
る
ほ
ど
あ
り
。

し
か
れ
ど
も
此
ご
ろ
は
、
は
や
重
宝
記
も
す
ゑ
な
り
、
万
宝

に
う

つ
る
。
諺
解

　お
　

古
ふ
な
れ
ば
、
詳
解
あ
ら
た
ま
り
、
大
成
す
た
れ
ば
集
成
お
こ
る
」
と
、
重
宝

記
が
汗
牛
充
棟
と
た
と
え
ら
れ
る
ほ
ど
数
多
く
出
版
さ
れ
、
続

い
て
万
宝
↓
諺

解
↓
詳
解
↓
大
成
↓
集
成
と
、
本
屋
仲
間
が
次
々
趣
向
を
変
え
生
活
百
科
全
書

関
係
の
書
籍
を
出
版
し
て
い
た
こ
と
が
読

み
と
れ
る
。

そ
れ
は
大
雑
書

に
か
ぎ

っ
て
も
同
様

で
あ

っ
た
。
『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』

の
序
文
は

コ
ニ
世
相
大
雑
書

の
世
に
行

ハ
る
〉
事
年
久
し
く
又
其

の
棟

に
充
牛

に
汗
す
る
事
に
な
り
ぬ
」

で
始
ま
り
、
「人

の
上
の
吉
凶
暦

の
注
釈
人
相
手
段

陰
陽

一
わ
た
り

の
事

ハ
い
え
は
さ
ら
也
妙
薬
秘
術

の
奇
ま
で
世

の
人
為

に
な
る

べ
き
限
り
」
と
大
雑
書

の
全
容
を
披
露
す

る
。
そ
し
て

「
己
が
家
に
物
す
る
雑

　　
　

書
五
種
有

(傍
線
筆
者
)
下
な
る

ハ
万
宝
雑
書
中

な
る
は
拾
遺
雑
書
上
な
る

ハ

萬
歳
雑
書
其
上
な
る

ハ
永
暦
雑
書
す
ぐ
れ

て
上
な
る

ハ
此
永
代
大
雑
書

に
て
萬

の
事
載
ず
と
い
ふ
事
な
し
」
と
、
収
載
さ
れ
た
内
容
量
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て

題
箋
が
万
宝
雑
書
↓
拾
遺
雑
書
↓
萬
歳
雑
書
↓
永
暦
雑
書
↓
永
代
大
雑
書
と
変

貌
し
た
と
述
べ
る
。
も
ち
ろ
ん
題
箋
を
微
妙
に
変
え
る
こ
と
で
新
し
い
読
者
を

開
拓
す
る
と
い
う
出
版
側

の
意
図
も
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
か
く
し
て
雑
書

の

変
遷
過
程
か
ら
時
流
に
敏
感
な
出
版
元

の
活
躍
が
察
知

で
き
、

一
八
世
紀

の
終

わ
り
ご
ろ
か
ら

一
九
世
紀
後
半

に
は
大
雑
書

の
百
花
繚
乱
時
期
が
あ

っ
た
と
推

察
で
き
よ
う
。

八

大
雑
書
と
版
権
問
題

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
の
板
元
敦
賀
屋
九
兵
衛
は
未
公
認
本
屋
仲
間
二
四

軒
の
う
ち
の
一
軒
で
、
大
坂
心
斎
橋
順
慶
町
に
書
肆
を
開
き
、
元
禄
年
間
か
ら

　お
　

明
治
期
ま
で
続
い
た
老
舗

で
あ
る
。
敦
九
を
は
じ
め
、
大
坂

の
本
屋
仲
間

の
出

版
活
動

の
動
静
に
つ
い
て
は

『大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
全

一
八
巻

に
詳
し
く
報

告
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
第

一
巻
か
ら
第
九
巻
に
は
公
儀
か
ら
の
申

し
渡
し

・

仲
間

の
定

・
出
版

に
と
も
な
う
本
屋
仲
間

の
紛
議
記
録

の

「差
定
帳
」
「鑒
定

録
」

「裁
配
帳
」
が
載
る
。

近
世
の
出
版
は
、
ま
ず
本
屋
仲
間
に
与
し
、
板
株
を
得
、
正
規

の
手
続
き
を

踏
ん
で
開
板

・
出
版
が
許
可
さ
れ
る
の
だ
が
、

い
わ
ゆ
る
海
賊
版

(重
版

・
類

版
)
が
跡
を
絶
た
な
か

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え

『大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
九
巻

ま

で
は
本
屋
仲
間

の
版
権

に
関
す
る
争
議
や
裁
判

の
記
録
を
載
せ
て
お
り
、
本
屋

仲
間
同
士
が
結
束
し
重
版
や
類
版
か
ら
自
己

の
権
益
を
保
護
し
た
有
様
が
看
取

さ
れ
る
。

一
方
、
大
坂
町
奉
行
所
に
提
出

し
た
大
坂
で
出
版
さ
れ
た
書
籍
名

と
板
元

(版
元
)
名
が
明
記
さ
れ
た

「板
木
総
目
録
株
帳
」
も
寛
政
二
年

(第

一
二
巻
)、

文
化
九
年

(第

一
三
巻
)
が

そ
れ
ぞ
れ
影
印
判

で
収
載
さ
れ
て
い
る
。
「板
木

総
目
録
株
帳
」

に
記
載
さ
れ
る
と
板
元

の
権
利
が
発
生
す
る
。
こ
の
権
利
は
今
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日

の
そ
れ
よ
り
格
段
に
重
み
が
あ

っ
た
。
と

い
う
の
も
版
権

は
有
効
期
間
に
限

り
が
な
く
、
し
か
も
所
持
す
る
板
株
は
、
重

版
ぼ
か
り
で
は
な
く
よ
り
広
範
な

類
版
ま
で
も
排
除
す
る
こ
と
が

で
き
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
う
、兄
板
株

は
単
独

で
所
有
し
て
も
複
数
の
本
屋
が
共
有

(相
合
株
)
し
て
も
よ
く
、
さ
ら

に
は
質

入
れ
も
自
由

に
で
き
た
。
板
株
は
各
本
屋
が
出
版
活
動

・
商
業
活
動
を
お
こ
な

　
め
　

う
う
え
で
好
都
合
な
も
の
で
あ
り
、
最
大

の
拠
り
ど
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
長
友
千
代
治
氏
は
近
世
後
期
出
版
界
の
編
集
出
版
者
の
立
場

は
絶
大
で
あ

っ

た
と
評
す
る
。
本
屋
仲
間
に
は
版
権

の
確
立

や
保
護
が
な
さ
れ
て
い
た
の
に
対

し
、
作
者
側
に
は
著
作
権
が
な
く
潤
筆
料

の
み
に
お
わ
り
、
印
税
を
受
け
取
る

点

に
つ
い
て
は
、
表

2

「
『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
に
引
用
さ
れ
た
書
物
」

か
ら
、

お
お
よ
そ
明
ら
か
に
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ぽ
唐
の
仏
教
百
科
全

書

『法
苑
珠
林
』
や

『天
経
或
問
』
『酉
陽
雑
俎
』
『本
草
綱
目
』
『荊
楚
歳
時

記
』

『列
女
伝
』
な
ど

の
典
拠
が
文
中

に
記
さ
れ
て
い
る
。
直
接
引
用
し
た
も

の
か
あ
る
い
は
孫
引
き

に
よ
る
引
用
か
真
偽
の
ほ
ど
は
と
も
か
く
、

こ
れ
ら
の

書
籍
を
用

い
る
こ
と
で
物
議
を
醸
す
こ
と
は
な
か

っ
た
。
問
題
は
わ
が
国
で
出

版
さ
れ
た
書
籍

か
ら
引
用
す
る
場
合

で
あ
る
。

大
雑
書

に
は
前
述

の

『占
事
略
決
』
『箟
籃
内
傳
』
『東
方
朔
秘
傳
置
文
』

『拾
芥
抄
』
や
、
表
2
で
表
記
し
た

『本
朝
人
相
考
』
『女
重
宝
記
』
『家
内
重

表2『 永代大雑書萬暦大成』に引用された書物

目 録 引用された書物名
2渾 天儀之図 天経或問、類経

頭書
9月 の図説 世説新語
26北 斗七星図説 廣博物志
33虹 の図説 漢書、天文誌、天経或問

36雲 の図説 天中記
38風 の図説 荘子
43雪 の図説 朱子語類 〃

53地 震の図説 [近来西洋の説][文 珠伏龍の説]

55雷 の図説 法苑珠林
89灯花の占 事林広記
90夢 は ん じ 清明秘鈔夢判事
91呪詛秘傅 酉陽雑俎

呪重宝記
93食物製造秘傅 家内重宝記など
94諸事重宝記 諸事秘傅抄
95急難 と救秘傅

96増益年中行事

97・98本 朝年代記上下

103感通即座占秘傅 感通傅
下段
2天 地 日月広大図 天学名目鈔、類経、天経或問

10暦 書権與之説 暦日諺解
15八 将神の図説 陰陽書
18鬼 門方位口訣 海外経
36社 日之説 天中紀、朱子語類

39十 方暮の説 循環暦
40彼 岸の説 天験記
44梅 雨の説 天中紀、荊楚歳時記

暦府通書、本草綱目

50節分 の説 世諺問答
52暦 の下段日並吉凶の解 通鑑綱目、礼記

礼記
醐

121懐妊身持鑑 列女傅、女重宝記

!51人相指南秘訣 本朝人相考
201潮汐 の満虚の説 事文類聚
202元三大師籤の由来 元三大師御御籤諸鈔

実
は
こ
の
よ
う
な
板
元
を
保
護
す
る
体
制
が
多
種
多

様
な
大
雑
書
を
輩
出
す
る
の
に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
何
度
も
指
摘
し
た
よ
う

に

大
雑
書
が
庶
民
生
活
に
必
要
な
諸
々
の
知
識
や
知
恵
を

網
羅
し
百
科
全
書
的
な
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
は
、
諸

分
野
の
書
物

か
ら
引
用
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
そ
の
引

用
す
る
書
物
群
が
自
分

の
版
権
物
で
あ
れ
ば
な
ん
ら
問

題
が
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

中
国
伝
来

の
書
籍
が
大
雑
書
に
引
用
さ
れ
て
い
っ
た

制
度
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
売
文
は
あ

っ
て
も
、
作

品
に
対
す
る
名
誉
や
尊
厳
の
保
障

は
な
か

っ
た
の
で
あ

.魏
・
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宝
記
』
『呪
重
宝
記
』
『暦
日
諺
解
』
か
ら
全
文
抜
書
き
か
、
部
分
抜
粋
が
な
さ

れ

て
い
る
。

一
例

を
挙
げ

る
と
、
『暦
日
諺
解
』

(柳
精
子
、
寛
政
元
年
刊
)
の

こ

よ

み

は
じ
ま
り

序
が

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』

の

「十

暦
書
権
興
之
説
」
に

一
語
も
違
え

ず
流
用
さ
れ
て
い
る
し
、
『本
朝
人
相
考
』

(三
巻
三
冊
、
郭
西
翁
述
、
仙
掌
斎
編
、

安
永
二
年
)
は
全
文
引
用
さ
れ
て
い
る
。
上
層

(頭
書
)
「九
十

夢

は
ん
じ
」

は

『夢

は
ん
じ
』
(藤
村
秀
賀
)
か
ら
、
下

段

「
二
百

二

元
三
大
師
籤

の
由

来
」
は

『元
三
大
師
御
籤
諸
鈔
』
か
ら
の
採
録

で
あ
る
。
以
上
を
総
合
し
て
、

飛
躍
を
恐
れ
ず
推
理
す
る
な
ら
ば
、
板
元
が
こ
れ
ら
の
板
株
を
持

っ
て
お
れ
ぽ

誰

の
許
可
を
と
る
こ
と
も
な
く
、
そ
し
て
難
な
く
大
雑
書

に
借
用
あ
る
い
は
転

　　
　

用
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
結
論

に
達
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
敦
九

の
出
版
物
か
ら

「
天
文
」
「暦
書
」
「
易
書
」
「相
書

(人
相
)」

の
項
目
と
照
合
す
れ
ば
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
表
3

「敦
賀
屋
九
兵

表3敦 賀屋九兵衛板書籍一覧(『大坂本屋仲間記録』より作成)

珸目 寛政2年 度分 文化9年 度分
天文 初学天文分野図 一枚 天文分野図

天文分野図 焼株
東方朔秘傅置文
民用晴雨便覧2 民用晴雨便覧
風雨賦国字解2 風雨賦国字解
天時占俗5 天時占候5

日用晴雨便覧
暦書 増益暦之抄2 増益暦之抄

同 尿板2 同 尽板
萬寳雜書 萬寳雜書
水暦雜書天文大成 永暦雜書天文大成
同増補新板文化六己六月出来 同増補文化新板 天保六再板
新選雜書 新選雜書
萬海雜書新探綱目 萬海雜書新探綱目
三世相小鑑 三世相小鑑

三世相小鑑 半紙
水代雜書 水代雜書

永代大雜書萬暦大成安政三再板
拾遺雜書 拾遺雜書

大雜書新撰綱目
天保大雜書万年暦天保八 ・安政三再板

萬歳大雜i書日用宝1大 本 萬歳大雜書日用寶 慶応三
大雜書頭書 井尸板 大雜書首書 井尸板

いつ まで草

長暦
長暦 首書
長暦 新板
長暦 小本
諏吉便覧
簍籃掌中口傅抄
蘯箟日用大成

易書 新選俚諺抄 新選俚諺抄
天門八卦指南抄

新選掌中指南 新選掌中指南
陰陽方位便覧附24宿絵図3
陰陽五要奇書

東方朔秘傅置文
元三大師御鬮抄 大本2

相書 人相小鑑 人相小鑑
同 水鏡集5 同 水鏡集5
同 発明傅 同 発明傅 小本
同 手引草 同 手引草 小本
同 九面之図 折本
柳荘相法5 柳壮相法5
本朝人相考3 本朝人相考3
相法和解2 相法和解2
同 諺解5 同 諺解5
同 玉振録5 同 玉振録5
同 秘蔵訣3 同 秘蔵訣3
同 示蒙解 同 示蒙解
同 類編 同 類編
同 摘要 同 摘要
相兒秘要 相兒秘要
手相即産考1小 本 手相即産考1続 編
当北相法□篇5
方角即考全 小本
方角重宝記
年中吉方一覧一枚摺 折本
方鹽精義2
相法神心論5 相法神心論発揮5
同 染指1 同 染指1
同 無盡蔵7 同 無盡蔵5
同 秘受解 同 秘受解5
人相三面鑑1折 本 人相二面鑑 折本
同 六観(マ ・)官4 同 窺管
(マ ・)人 相1 田舎人相
相学欣承

相学便蒙
神相精通
手相即座考 小本
南北相法
同 後編
人相千百年眼6

真相精廻
日用辨惑書
同 口訣 一名豹虎巻

263



衛
板
書
籍

一
覧
」
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
敦
九
は
こ
れ
ら
の
出
版
物
を
文
言

ど
お
り
、
あ
る
い
は
文
面
を
少
し
編
集
し
な
お
し
た
り
、
庶
民
向
け
の
分
か
り

易

い
文
言
を
つ
け
加
え
た
り
し
て
、
大
雑
書

に
編
入
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

と
く
に
敦
九
は
、
人
相
関
係
は
得
意
分
野

で
あ

っ
た
よ
う
で
、
「板
木
総
目
録

株
帳
」
(文
化
九
年
)
か
ら
は
三
三
種
類

の
人
相
関
係
出
版
物

の
う
ち
、
二
八

種
類
が
敦
九

の
単
独
株
ま
た
は
相
合
株

の
も
の
で
あ

っ
た
。
ち
な
み
に

『本
朝

人
相
考
』
は
敦
九

の
単
独
株
で
あ
る
。
『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
に
は

『本

朝
人
相
考
』
三
冊
分
が
全
部
転
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
先

に
述
べ
た
が
、
十
分

　　
　

う
な
ず
け
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
天
文
関
係

で
も
寛
政
二
年

で
は

『東
方
朔
秘
傳

置
文
』
『日
用
晴
雨
便
覧
』
『天
時
占
候
』

『民
用
晴
雨
便
覧

(文
化
九
年
は
相
合

株
)』
が
敦
九
の
単
独
株

で
あ
る
。
『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』

に
天
候

の
図
説

　　
　

や
雑
占
が
多
く
記
さ
れ
る
の
も
誠

に
当
然

の
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
敦

九

は

『量
籃
日
用
大
成
』
や

『簍
籃
掌
中

口
傳
抄
』
も
出
版
し
て
い
る
。
『簍

籃
内
傳
』
か
ら
の
情
報
は
お
そ
ら
く
こ
の
二
冊

へ
転
載
さ
れ
た
と
考
え
て
も
間

違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

表

か
ら
は
省

い
た
が
、
敦
九
が
文
化
二
年
に
提
出
し
た
出
版
目
録

は
、
医
書

関
係
で
は
産
科

・
疱
瘡
関
係
書
物
を
中
心

に
三

一
種
類
で
あ

っ
た
。
「節
用
」

「往
来
物
」
「
用
文
章
」
「女
用
」
「百
人

一
首
」
「茶
之
湯
」
「教
訓
読
本
」

の
項

目
や

「雑
之
部

(諸
礼
や
重
宝
、
歳
時
、
秘
伝
な
ど
を
含
む
)」

の
項
目

に
も
単

独
、
ま
た
は
相
合
株

の
形

で
敦
九

の
名
が

多
々
明
記
さ
れ
て
い
る
。
反
対
に
、

文
化
九
年

の
易
占
関
係

で
は

一
八
四
種
類

の
本

の
う
ち
敦
九
が
株
を
持

っ
て
い

た
の
は
わ
ず
か
に
五
種
類

の
書
籍

で
あ

っ
た
。
少
な
く
と
も

『永
代
大
雑
書
萬

暦
大
成
』
は
他

の
板
元
の
大
雑
書

に
比
し
て
易
占
の
項
目
が
少
な

い
と
推
察
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

と
ど
の
つ
ま
り
次
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
敦
九
は
自
己
株

か
ら
大
雑
書
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
寄
せ
集

め
て
編
集
す
れ
ば
よ
か

っ
た
。
ま

た
須
原
屋
茂
兵
衛

(江
戸
)
や
柏
原
屋
清
右
衛
門
(大
坂
)
を
は
じ

め
、
大
雑
書

を
出
版
し
よ
う
と
す
る
書
肆
は
各
自
板
元
株
内
の
書
籍
を
元
に
し
て
大
雑
書

の

体
裁
を
整
え
た
書
物
を
出
版
す
る
こ
と
が

で
き

た
。
重
版

・
類
版

(海
賊
版
)

き
ゆ
う
は
ん

は
本
屋
仲
間

の
紛
争
の
種
に
な

っ
た
が
、
相
合
株
で
も
所
有

し
て
お
れ
ば
求
版

や
再
版
の
段
階
で
も
大
雑
書
刊
行

に
手
を
染

め
る
こ
と
が

で
き
た
。
大
雑
書

の

目
次

で
は
基
本
的
な
部
分
で
は
大
差
が
な
い
も
の
の
、
板
元
に
よ

っ
て
掲
載
さ

れ
る
内
容
に
少
し
ず

つ
相
違
が
見
ら
れ
る
の
も
こ
の
よ
う
な
事
情
に
基
づ
い
て

い
る
。

つ
ま
り

「大
雑
書
」
と
い
う

の
は
二
番
煎
じ

の
、
穿

っ
た
見
方
を
す
れ

ぽ

い
わ
ゆ
る
リ
メ
イ
ク
出
版
物
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
す
で
に
出

版
さ
れ
た
自
己
株

の
書
籍

に
新
し
い
情
報
を

つ
け
く
わ
え
手
直
し
、
出
版
し
た

も
の
が
大
雑
書

で
あ

っ
た
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
出

版
事
情
が
大
雑
書
出
版
に
寄
与
し
た
と
い
え
る
の
で
あ

る
。

次
に
著
者
に
つ
い
て
も
少
し
ふ
れ
て
お
こ
う
。
『享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍

　　
　

目
録
』
に
随

っ
て
あ
げ
て
み
る
と
、
『萬
暦
両
面
鑑
』
の
野
村
方
卿
、
『大
雑
書

萬
寶
藏
』

の
北
尾
仁
右
衛
門
、
『雑
書
大
全
伊
呂
波
引
』

の
林
義
内
、
『絵
本
女

雑
書
』
の
岡
田
玉
山
、
『萬
歳
大
雑
書
日
用
寶
』

の
下
河
邊
拾
水
、
『永
暦
大
雑
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書
天
文
大
成
』

の
田
宮
由
蔵
、
『懐
中
雑
書

さ
い
わ
い
袋
』

の
布
屋
清
藏
、
『雑

書
大
全
伊
呂
波
引
』

の
鎌
田
禎
蔵
、
『萬
年
大
雑
書
暦
臺
鑑
』

の
濱
松
歌
國
の

作
者
名
が
見
出
さ
れ
る

(表
1
参
照
)。

田
宮
由
蔵

は
田
宮
橘
庵
と
も

い
う
。
『囎

喰
衡
煢
』
『薦
臠
子
』
の
著
者

で
あ

り
、
濱
松
歌
國
は

『摂
陽
奇
観
』

の
著
者

で
、
と
も
に
文
筆
家

で
あ
る
。
岡
田

玉
山
や
下
河
邊
拾
水
は
画
工
で
あ
る
。
即
断
は
で
き
な
い
が
、
著
者
と
板
元
が

同

一
人
物

の
場
合
も
あ
る
い
は
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
当
時

の
戯
作
者
、
随

筆
家

た
ち
が
名
を
連
ね
て
い
て
も
、
彼
ら
が

一
人
で
書
き
下
ろ
し
た
と
い
う
こ

と
は
考
、兄
難

い
こ
と
は
大
雑
書
の
出
版
段

階
の
事
情

で
十
分
理
解

で
き
る
。
大

雑
書
刊
行

の
構
想

は
板
元

の
手
に
委
ね
ら
れ
、
彼
ら
は
編
集
や
挿
絵
を
中
心
に

大
雑
書
出
版
に
参
画
し
た
の
だ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。

九

各
大
雑
書
に
み
ら
れ
る
特
徴

大
雑
書

の
完
成
さ
れ
た
形
が
敦
九
の

『
永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』

で
あ
る
こ

と
は
間
違

い
が
な

い
。
大
判
、
三

一
八
丁

(安
政
三
年
補
刻
は
二
六
六
丁
)
の
分

厚
い
生
活
情
報
は
庶
民
に
と

っ
て
非
常
に
有
益

で
あ

っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
天
保
十
三
年
か
ら
昭
和
ま
で
類
板
を
含
め
増
補

・
再
刻

・
新

版
と
何
度
も
世
に
出
る
わ
け
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
明
治
以
降
、
木
版
か
ら
銅

版
本
や
活
字
本

へ
と
印
刷
技
術
の
変
化
も
見
ら
れ
、
大
雑
書

の
内
容
も
些
少

の

改
良
や
変
化
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
ず
、

　お
　

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』

の
模
倣
と
踏
襲

に
と
ど
ま

っ
た
。
大
雑
書

は

『永

代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
で
歩
み
を
止
め
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
は
板
元
が
大
坂
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
は
の

ち
に
ふ
れ
る
が
上
方

の
人
々
し
か
わ
か
ら
な
い
文
化
的
情
報
が
鏤
め
ら
れ
て
い

る
。当

然
な
が
ら
江
戸
庶
民
向
き

の
大
雑
書
も
多
様

に
出
版
さ
れ
た
し
、
従
来
と

は
違

っ
た
活
字

の
丁
合
を
す
る
尾
張
板
元
大
雑
書

の
よ
う
な
も

の
も
出
版
さ
れ

た
。
大
雑
書

の
根
幹
を
な
す
暦
註
ー
占

い
、
呪

い
、
戒

め
に
関
す
る
情
報
に
は

そ
う
大
き
く
変
わ
り
が
な
い
が
、
江
戸
、
尾
張
、
上
方
と
い
っ
た
地
域
の
特
徴

を
あ
ら
わ
す
姿
勢
も
見
受
け
ら
れ
る
。
少
し
な
が
ら
具
体
例
を
あ
げ

て
み
よ
う
。

『随

一
大
雑
書
古
今
大
成
』

(小
田
切
忠
近

〈歌
月
菴
喜
笑
〉
補
正

・
図
画
、
中

本
)
は
尾
陽
書
肆
、
松
屋
善
兵
衛

・
玉
野
屋
新
右
衛
門

・
美
濃
屋
伊
六

の
相
合

　む
　

株
で
、
天
保
九
年

の
開
板
で
あ
る
。
暦
註
関
係
な
ど
は
他

の
大
雑
書
と
大
差
は

な

い
が
、
目
次

の
組

み
立

て
が
異
な
る
。

一
般
的
に
二
段
組

の
書
籍

は
上
段

(頭
書

・
上
層
)
と
下
段
と
二
段
組

の
構
成
か
ら
な
り
、
目
次

の
見
出
し
は
番
号

順
で
、
上
段
は
上
段

の
み
、
下
段
は
下
段

の
み
で
記
事
内
容
が
次
の
丁

へ
と
進

行
す
る
。
と
こ
ろ
が

『随

一
大
雑
書
古
今
大
成
』
は
目
次
が

(
一
)
日
の
図
説
、

(ろ
一
)
六
十
図
、
(は

一
)
破
軍
星
、
(は
二
)
八
将
神

の
事
、
…
中
略
…

(さ

一
)
三
伏
日
、
(さ
二
)
指
神

の
法

の
事
、
(さ
三
)
三
世
相
明
鑑
、
と
い
う
よ

う
に
見
出
し
が

い
ろ
は
順
で
、
同
じ
丁
内

で
上
段

(
一
)
下
段

(ろ

一
)
と
書

き
進
む
。
こ
こ
が
近
世

の

一
般
的
な
書
籍

の
体
裁
と
違
う
。
尾
張
地
方
で
は
四

冊
の
大
雑
書

の
所
在
が
確
認
さ
れ
る
が
、
筆
者
が
実
物
を
手
に
で
き
た
の
は
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図3ト 占に従事す る人 々の群(『 随一大雑 書古今大成 』)

『随

一
大
雑
書
古
今
大
成
』

で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
こ

の
い
ろ
は
順
式
が
尾
張
全

体

の
傾
向
か
否
か
検
証
で

き
ず

に
い
る
。

『三
世
相
安
政
雑
書
萬
暦

大
成
』
は
江
戸
馬
喰
町
、

宋
林
堂
板

で
あ
る
。
袖
珍

本
で
三
六
丁
。

一
見
、
稚

拙
な
出
来

で
あ
る
。
本
文

の
内
容
は
他
の
大
雑
書
と

変
わ
ら
な
い
が
、

ペ
ー
ジ

数
を
表
す
丁
を
記
さ
ず
、

目
次
が
な
い
。
そ
の
か
わ

図4酒 を振舞う図

(『三世相解嘉永大雑書』)

り
内
容
が

一
目
で
知
れ
る
よ
う
な
項
目
を
見
開
き
裏
に
記
す
。

「須
弥
山
図
解
」
「暦
日
略
注
抄
」
「天
象
法
説
論
」
「
五
性
六
十
図
」
「
六
曜
日

繰
法
」
=

代
守
本
尊
」
「破
軍
星
繰
法
」
「男
女
相
性
鑑
」
「呪
符
秘
傳
」
「九

曜
星
早
繰
」
「
四
季
皇
帝
占
」
「
三
世
相
明
鑑
」
「有
卦
無
卦
」
「夢
占
吉
凶
」

「懐
胎
十
月
図
」
「
四
目
録
占
考
」
「男
女
相
性
名
頭
」
「暦
外
吉

凶
日
」
「
灯
花

吉
凶
占
」
「汐
満
干
繰
法
」

こ
れ
ら
の
内
容
を
捲

っ
て
い
く
と
、
『須
弥
山
図
解
』
『男
女
相
性
鑑
』

『有

卦
無
卦
』
が

『国
書
総
目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ら

の
書
物

の
ど
こ
か
の
箇
所
か
ら
転
載

し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
「天
象
話
説
」
は

『
天
象
法
説
論
』

の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
ぽ

こ
れ
も

『国
書
総
目
録
』

に
載

っ
て
い
る
。
「呪
符
秘
傳
」
は
表
3
で
明
ら
か
な
よ
う

に

『呪
重
宝
記
』

が
準
拠

で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
ど

の
書
物
が
曲
ハ拠
か
は
不
明
だ
が
、

お
そ
ら
く
必
要
な
部
分
だ
け
を
採
取
し
た
の
だ
ろ
う
。

「
三
世
相
明
鑑
」

に
つ
い
て
。
こ
れ
は

『国
書
総
目
録
』

に
所
在

の
記
載
が
な

い
。
が
、
『尾
張

の
書
林
と
出
版
』

に
菱
屋
金
兵
衛
板

『三
世
相
合
鑑
』

の
記

載
を
見
る
の
で
、
お
そ
ら
く
同
じ
書
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『随

一
大
雑
書
古
今

大
成
』

の
中

に

「
三
世
相
明
鑑
」

の
見
出
し
が
あ
る
し
、
『永
代
大
雑
書
萬
暦

大
成
』
に
も

コ

三
六

新
増
補
三
世
相
明
鑑
」

の
小
見
出
し
が
あ

る
。
実
在

し
、
そ
こ
そ
こ
流
布
し
た
書
物
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た

『随

一
大
雑
書
古
今
大
成
』

に
は
英
泉

の
銘

に
よ
る
ト
占

に
従
事
す
る

人
々
の
群

(図
3
)

の
挿
絵
が
あ
る
。
銘
は
な
い
が
、
酷
似
し
た
版
画
が

『壽
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福
三
世
相
大
鑑
』

に
載
る
の
で
、
尾
張
と
江
戸
の
本
屋
仲
間
相
互
に
よ
る
大
雑

書
刊
行
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
。

『三
世
相
安
政
雑
書
萬
暦
大
成
』
『壽
福

三
世
相
大
鑑
』

(袖
珍
本
、
九
二
丁
、

魯
鈍
翁
作
、
東
都
書
肆
、
鶴
屋
喜
右
衛
門

・
岡
田
屋
嘉
七

・
和
泉
屋
卯
兵
衛
の
相
合

板
、
天
保
十

一
年
改
正
増
補
再
刻
)
『三
世
相

解
嘉
永
大
雑
書
』
(袖
珍
本
、
七
三

丁
、
白
杵
梅
彦
纂
輯

歌
川
貞
秀
図
、
播
磨
屋
勝
五
郎
板
、
文
苑
閣
、
江
戸
書
林
十

軒
分
の
相
合
板
、
嘉
永
四
年
)
は
と
も

に
江
戸

で
出
版
さ
れ
た
大
雑
書

で
、
相

互
に
似
通

っ
た
項
目
と
内
容
を
持

つ
。
ち
な
み
に

『三
世
相
解
嘉
永
大
雑
書
』

は

『
三
世
相
安
政
雑
書
萬
暦
大
成
』

の
見
出
し

の

コ

代
守
本
尊
」
「
三
世
相

明
鑑
」

の
項
目
を
除
け
ば
す
べ
て
共
通
す

る
内
容

で
あ
る
。

『三
世
相
解
嘉
永
大
雑
書
』

の
絵
師

は
歌
川
貞
秀
で
あ
る
。
文
に
添
え
ら
れ
る

挿
絵
は
江
戸

の
風
俗
や
時
代
世
相
を
巧
み
に
織
り
込
ん
で
お
り
、
江
戸
庶
民
の

嗜
好
や
信
仰

に
関
し
て
傍
証
と
な
る
図
像

と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

「生
性
吉
凶
解
」

で
は
、
「甲
戌
生
ま
れ

ハ
山
上

の
火
性
に
て
慈
悲
ふ
か
く
人
を

助
く
る
性
分
ゆ
え
…
…
以
下
略
」
と
あ
り
、

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
酒
を
振
舞
う
図

が
載
る

(図
4
)。
彼
ら
は
全
員
長
髪
、
髭
面
、
大
き
な
耳
輪

を
ぶ
ら
さ
げ
、

厚
司
織
模
様

の
衣
服
を
着

る
。

ア
イ
ヌ
の
人
々
と
の
交
歓

の
図
を
用
い
た
の
は
、

蝦
夷
に
対
す
る
庶
民

の
関
心
の
深
さ
が
示
唆
さ
れ
よ
う
。
あ
る
い
は
同
項
目
の

癸
未
生
ま
れ
で
は

「諸
事
心
に
ま
か
せ
ず

苦
労
お
ほ
し
富
士
権
現
を
信
心
す
れ

ば
さ
か
ゆ
べ
し
」
と
述
べ
、
富
士
権
現

へ
登
山
す
る
巡
礼

の
姿
を
載
せ
る
の
も
、

富
士
山
信
仰

の
流
行
を
跡
付
け
る
証
左
と
な
ろ
う
。
ま
た

「致
死
期
時
」

の
箇

所
で
も
、
遠
く
に
富
士
山
を
望
む
相
模
湾

の
絵
が
添
え
ら
れ
る
。
か
く
し
て
江

戸
庶
民
の
関
心
事
や
馴
染
み
深

い
景
観
が
挿
絵

に
映
し
出
さ
れ
る
。
上
方

の
庶

民
対
象
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
挿
絵

に
な
る
わ
け
が
な
い
。

「生
日
吉
凶
」
で
は

「前
略
…
…
こ
の
人
慈
悲
ぜ

ん
ど
ん
の
心
あ
り
て
ひ
ん
き

う

の
者
を
救
ふ
事
あ
る
ゆ
え
悪
事
災
難
を
遁
れ
子
孫
は
ん
じ
や
う
す
べ
し
」
と

記
さ
れ
、
米
の
入

っ
た
升
を
持

っ
た
武
士
と
、
全
員
そ
そ
け
た
藁
ぞ
う
り
履
き

の
乞
食

の
家
族
の
挿
絵
が
そ
え
ら
れ
る
。
父
親
と
思
し
き
男
は
長
方
形

の
袋
を

差
し
出
す
の
だ
が
、
そ
の
袋
は
縫

い
目
ま
で
施
さ
れ
、

一
枚

の
布
が
袋
状

に
縫

製
さ
れ
て
い
く
様
子
が

一
目
瞭
然

に
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に

『三
世
相
解
嘉
永

大
雑
書
』

の
図
版
は
細
部
に
至
る
ま
で
風
俗
的

に
も
目
配
り
が
効

い
て
い
る
た

め
、
挿
絵
だ
け
を
繰

っ
て
も
十
分
楽
し
め
る
も

の
で
あ
る
。
大
雑
書
が
暦
註
や

ト
占
用

に
利
用
さ
れ
た
ば

か
り
で
な
く
、
娯
楽
的
な
意
味
合

い
も
兼
ね
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

大
雑
書
刊
行
時
の
版
権
問
題
と
大
雑
書

の
地
域
的
特
徴
に
留
意

し
論
を
進
め

て
き
た
が
、
も
う
ひ
と
つ
留
意
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
ア
イ
ヌ
を
描

い
た

挿
絵
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
時
代

の
変
化
に
対
す
る
世
間

の
関

心
を
版
元
が
迅
速
に
か
ぎ
と
り
大
雑
書

に
と
り

い
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

『女
重
宝
記
』
は
元
禄
五
年

(
一
六
九
二
)
苗
村
丈
伯

(艸
田
寸
木
子
)
が
上
梓

し
再
版
さ
れ
た
も
の
と
、
加
筆
訂
正
し
て
高
井
蘭
山
が
編
ん
で
弘
化
四
年

(
一

八
四
七
)
出
版
し
た
も

の
と
二
系
統
が
あ

る
。
と
く

に
出
産

に
関
す

る
箇
所

(女
重
宝
記
三
之
巻

懐
妊
の
巻

子
育
て
様
)
は

一
五
〇
年
経

っ
て
も
記
述
内
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図5懐 胎図(『三世相解嘉永大雑書』)

容

に
変
更
が

な
い
。
そ

の
い
く

つ
か
が

『永
代
大

雑
書
萬
暦
大
成

』
の

「百
二

一

懐
妊
身
持
鑑
」

「百
二
二

産

の
心
得
并
腹
帯

の
由
来
」
「百
二
三

懐

胎
十
月

図
解
」
「百

二
四

妊
娠

中
好
食

物

○
同
じ
く
忌

べ
き
食
物

○
産
後
好
食
物

○
産

後
忌
べ
き
食
物

」
な
ど

に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
高

井
蘭
山
編
集

の

『女
重
宝
記
』

の

「懐
胎
十
月
図

解
」
で
は
、
妊
娠
初
月
が
錫
杖
、

二
月
め
が
独

鈷
、
三
月
め
が
三
鈷
、
四
月
め
に
五

鈷

の
先
か
ら
人
間
の
頭
が
生
じ
、
五
月
め
か
ら
人

間
の
姿
で
描

写
す
る
従
来

の
図
像
に
疑
問
を
呈
し

「医
書
に
云
胎
内
十
月

の
図
を
み
た
も
ふ
べ
し
」

と
述
べ
る
。

一
方
図
版
は
、
従
来

の
懐
胎
十
月
図

解
と
、
新
し
く

「医
書

に
云
」
う
と
こ
ろ
の
図
像
、

　あ
　

の
都
合
二
種

類
の
胎
内
十
月
図
解
を
掲
載
し
た
。

こ
の
よ
う
な
矛
盾
し
た
図
版
を
記
載
し
た
の
は
高

井
蘭
山
自
身
混
乱
し
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
、

大
雑
書
は
版
元
に
よ

っ
て
様
々
な
対
応
と
処
置
を

お
こ
な

っ
た
。

従
来
か
ら
あ
る
苗
村
丈
伯

の
懐
胎
図
を
踏
襲
し

た
の
は

『永

代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
で
あ

る
。

『壽
福
三
世
相
大
鑑
』
『三
世
相
安
政
雑
書
萬
暦
大
成
』
も
苗
村
側
の
図
像

で
あ

る
。
が
、
『三
世
相
解
嘉
永
大
雑
書
』
は
違

っ
た
。
袖
珍
本
な
の
で
多
く

の
内

容
を
盛
り
込
む
こ
と
は
不
可
能
な
た
め
、
出
産
は

「懐
胎
十
月
図
解
」
だ
け
載

せ
た
の
だ
が
、
「児
の
内

の
胎
内

に
や
ど
る

ハ
む
す
ぶ
の
神

の
お
し
わ
ざ

に
て

か
い
た
い
し
ん
じ
よ

や
ど
る
事
也
そ
の
か
た
ち

ハ
開
体
新
書
に
く
は
し
く
見

へ
た
り
仏
説

に
い
ろ
い

ろ
あ
る

ハ
方
便
也
と
し
る
べ
し
」
と
記
し
、

一
・
二
月
は

「○

の
か
た
ち
」
、

三
月
め
は

「実

ハ
人
の
か
た
ち
そ
な

ハ
る
」、
四
月
め
は

「
さ
か
さ
ま
也
」
と

解
説
し
、
高
井
蘭
山
の
説
明
す
る
新
し
い
懐
胎
図
に
近

い
も
の
を
載
せ
た

(ま

っ
た
く
同
じ
図
像
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
)
(図
5
)。
開
体
新
書

は

『解
体
新

書
』

の
誤
字
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
仏
説
か
ら
の
懐
妊
説
明
を
否
定
し

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
『三
世
相
解
嘉
永
大
雑
書
』
に
は
新
情
報
が
盛

り

こ
ま
れ
た
と
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。

『解
体
新
書
』
が
世
に
出
た
の
は
安
永
三
年

(
一
七
七
四
)
で
あ

る
。
天
保
、

安
政
に
出
版
さ
れ
た
大
雑
書
類
は
元
禄
期
刊
行

の

『女
重
宝
記
』

の
懐
胎
十
月

図
を
用

い
、
弘
化
四
年
改
訂

『女
重
宝
記
』
で
新
種

の
懐
胎
図
が
表
示
さ
れ
た

の
ち
、
『三
世
相
解
嘉
永
大
雑
書
』
は
そ
れ

に
従

っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く

『解
体
新
書
』
は
庶
民
に
も
周
知
の
こ
と
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ

の
世
評
を
背
景

に
信
憑
性

の
あ
る
懐
胎
図
と
し
て
採
用
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
大
雑
書

は
編
集
段
階

で
臨
…機
応
変

に
改
変
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り
得
る
わ

け
で
、
旧
来

の
占
い
や
呪
い
の
集
積
ぼ
か
り
で
な
く
、
庶
民
が
関
心
を
示
す
新

情
報
も
取
り
こ
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
こ
れ
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

268



大雑書研究序説

一
〇

挿
絵
か
ら
見
た

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
の
娯
楽
性
と

時
代
性

編
集
者
に
絵
師
の
名
が
記
さ
れ
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
大
雑
書
に
挿
絵

が
多
く
掲
載
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
上
記

の
岡
田
玉
山
や
下
河
邊
拾
水

の
ほ
か

に
浦
川
公
左
な
ど
が
大
雑
書

の
挿
絵

に
銘

を
残
し
て
い
る
。
『三
世
相
解
嘉
永

大
雑
書
』
で
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
挿
絵

は
地
域
性
や
時
世
を
映
す
鏡
で
も
あ

っ
た
。
そ
れ
は
た
ん
に
本
文
解
説
に
役
に
立

つ
画
ぼ
か
り
で
は
な
い
。
主
題
を

離
れ
挿
絵
相
互
で
関
連
性
を
意
識
さ
せ
、

あ
る
い
は
隠
喩
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

伏
線
を
張
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
か
ら
め
ぼ

し
い
も

図6腋 に薬 を塗 る

の
を
拾

っ
て
み
る
と
、
「産

の
心
得
」
で
は
鎧
を

つ
け
佩
刀
し
、
箙
を

つ
け
弓

を
持

っ
た
女
性
が
描
か
れ
る

(
一
四
七
丁
ウ
)。
新
羅
出
兵
時

の
神
功
皇
后
が
妊

娠
し
て
い
た
と
い
う
記
紀
を
淵
源
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
「雷

の
雑
占
」

の
挿
絵
は
相
撲
取
り
が
土
俵
に
立

つ
。
雷
か
ら
有
名
な
相
撲
取
り
の

　
マ
こ

雷
電

(六
八
丁
オ
)
を
連
想
さ
せ
る
わ
け
で
あ

る
。
「急
難

を
救
秘
法
」
の
金

瘡

の
説
明
で
は
忠
臣
蔵
を
連
想
さ
せ
る
松

の
廊
下
の
刃
傷
沙
汰
場
面

(
一
六
二

丁
オ
)
を
描
き
、
「本
朝
年
代
記
」
の
高
倉
院

の
箇
所

の
挿
絵
は
歌
舞
伎
狂
言

「平
家
女
護
島
」

の
登
場
人
物
、
俊
寛
と
思
わ
せ
る
設
定

で
あ
る

(
一
九
九
丁

ウ
)。
直
接
的
に
は
本
文
と
そ
れ
ほ
ど
関
連
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
牽
強
付

会
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
が
、
心
憎

い
演
出

で
あ
り
、
あ
た
か
も
謎
解

き

の
よ
う
な
趣
向
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

図7風 船と記された気球

笑

い
を
誘
う
画
も
あ

る
。
「救
民
妙
薬
鈔
」

の

「腋
臭

の
薬
」

に
は
上
半
身
裸

の
太

っ
た
女
性
が
腋
に
薬
を
塗
る

画

(
=
三

一丁
オ
)
(図
6
)
で
あ

り
、
「喉
腫
痛
む
薬
」

で
は
三
方
を
三
段
重
ね
に
し
、
そ
の
上
に
高
下
駄
を
履
い

た
曲
芸
師
が
扇
子
を
持
ち

口
上
を
述

べ
る

(
=
二
六
丁

ウ
)。
『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
が

「救
民
妙
薬
鈔
」
と

い
う
章
を
設
け
当
時
の
民
間
医
療
を
大
幅

に
取
り
入
れ
る

一
方

で
、
こ
れ
ら
の
よ
う
に

ユ
ー
モ
ラ
ス
と
皮
肉
さ
の
相

半
ぽ
す
る
形
で
知
ら
し
め
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
の
で
あ

る
。
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図8戎 橋界隈の絵(『永代大雑書萬暦大成』)

と
こ
ろ
で
鎖
国
と

は
い

っ
て
も
海
外
か

ら
の
情
報
は
庶
民

の

関
心
を
沸
き
立
た
せ

ず
に
は
お
か
な
か

っ

た
だ
ろ
う
し
、
大
雑

書
が
そ
れ
を
取
り
入

れ
な
い
ほ
う
は
な
か

っ
た
。
地
球
儀
を
前

に
椅
子
に
座
る
紅
毛

人
と
思
し
き
男
性

(二
三
丁
オ
)
や
同
じ
よ
う
な
構
図

で
そ
の
紅
毛
人
の
前

に

筵
を
ひ
き
聴
講
す
る
日
本
人

(五
七
丁
オ
)
が
描

か
れ
る
。
と
く
に
興
味
を
ひ

く

の
が

「風

の
雑
占
」

で
風
船
と
記
さ
れ

た
気
球

(四
三
丁
オ
)
の
写
生
で
あ

る

(図
7
)。

一
七
八
三
年

フ
ラ
ソ
ス
で
発
明
さ
れ
た
気
球
は
す

で
に
わ
が
国

で
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
挿
絵

か
ら
も
う
か
が
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
大
雑
書

の
図
像
を
詳
覧
す

れ
ぽ
、
枚
挙

に
遑
が
な

い
ほ
ど
社
会

的
実
相
や
文
化
風
俗

に
遭
遇
す
る
。
大
雑
書
は
庶
民

の
関
心
に
留
意
し
、
彼
ら

の
感
性
や
庶
民
文
化

の
程
度
を
嗅
ぎ
取
り
な
が
ら
挿
絵

に
し
て
見
せ
た
と
い
う

何
よ
り
の
証
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
そ
れ
が
ト
占
、
呪

い
の
た
ぐ

い
の
集
大
成
で

あ

っ
て
も
、
で
あ
る
。
大
雑
書

は
庶
民

に
馴
染
み
深

い
も
の
、
話
題

に
な
り
そ

う
な
も

の
、
知
的
好
奇
心
を
煽
る
も

の
は
貪
欲
に
取
り
こ
ん
で
い
っ
た
こ
と
が

首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

=

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
の
な
か
の
上
方
表
現

大
雑
書
は
地
域

の
特
徴

に
根
ざ
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
は
江
戸
刊
行
の
大
雑

書

の
事
例
で
説
明
し
た
よ
う
に
と
り
わ
け
挿
絵
に
織
り
込
ま
れ
や
す
い
こ
と
を

述

べ
た
。

そ
の
な
か
に
あ

っ
て

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
は
全
国
版

に
ふ
さ
わ
し
い

挿
絵
が
収
載
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
第

一
は
京
都

の
観
光
地
や
祭

り
行
事
に
関
係
す
る
も

の
で
あ
る
。
大
文
字

(
一
七
八
丁
ウ
)
、
鴨
川

の
川
床

(
一
七
六
丁
ウ
)、
祗
園
祭

(幌
を
つ
け
た
武
士
行
列
)
(
一
七
二
丁
ウ
)、
清
水
寺

の
舞
台

(七

一
丁
ウ
)
な
ど
で
、
上
方
以
外
の
人
々
か
ら
見
て
も
楽
し
め
る
企

画
で
あ

っ
た
ろ
う
。
第

二
は
三
都

の
地
勢
図
を
載

せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
上
層
六
〇

京
師
海
水
遠
近

の
図
説
、
六

一

京
師
地
勢
の
図
説
、
六
二

東
都
海
水
遠
近

の
図
説
、
六
三

東
都
地
勢

の
図
説
、
六
四

摂
陽
海
水

の
図

　
マ
マ
　

説
、
六
五

大
阪
地
勢
の
図
説
か
ら
類
推
さ
れ
る
。

そ
う
は
い
っ
て
も
何
度
も
述
べ
た
よ
う

に

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
は
敦

賀
屋
九
兵
衛
板
で
あ
り
、
大
坂
の
庶
民

の
親
し
み
や
す
い
挿
絵
が
多

い
こ
と
も

事
実

で
あ
る
。
た
と
え
ば
中
之
島

の
蔵
屋
敷

に
あ
る
蛸

の
松

(
八
四
丁
ウ
)、

塩
干
魚
や
干
鰯
取
引
の
中
心
地
で
あ

っ
た
永
代
濱

(
=

○
丁
オ
)
な
ど
で
、

こ
れ
ら
は

『浪
華
百
景
』

に
も
描
か
れ
る
商
業
的
な
地
域
で
あ

っ
た
。

食
文
化

の

一
端
を
あ
ら
わ
す
の
も
大
坂
の
特
徴
と
い
え
よ
う
か
。
二
〇
八
丁
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ウ
に
は
味
噌
田
楽
と
木
蓋

つ
き
の
鉢
を
前

に
し
て
あ
ぐ
ら
を
か
く
男

の
絵

で
、

淀
川
と
銘

の
入

っ
た
徳
利
と
こ
れ
も
玉
川

と
銘

の
入

っ
た
岡
持
が
置
か
れ
て
い

る
。
お
そ
ら
く
玉
川
と
い
う
仕
出
屋
か
ら
食
事
を
と

っ
た
設
定
な

の
で
あ
ろ
う
。

淀
川
と
い
う
大
坂

の
造
り
酒
屋
も
あ
る
い
は
存
在

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ

れ
が
架
空

の
も
の
で
な
い
と
推
理
す
る
理
由
は
、
六

一
丁
ウ
に
描
か
れ
た
戎
橋

界
隈

の
絵

(図
8
)
か
ら
で
あ
る
。
ゑ
び
す
ぼ

し

の
橋

の
た
も
と

に

「萬
川

魚
」
と

「大
與
」
と
記
し
た
看
板
が
見
え

る
。
大
与

は

『守
貞
謾
稿
』

に
名

の

あ
る
料
亭
と
し
て
そ
の
名
が
あ
げ
ら
れ
、
天
保
十

一
年
の
料
理
屋
番
付
で
は
行

事

の
筆
頭
に
上
げ
ら
れ
る
川
魚
生
簀
専
門

店
で
、
『花

の
下
影
1
幕
末
浪
花

の

　あ
　

く
い
だ
お
れ
』

に
も
店
構
え
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

ほ
か
に
も
道
頓
堀
川
を
前

に
数
多
く
の
料

亭
や
芝
居
茶
屋
が
軒
を
連
ね
殷
賑
を

極

め
た
浮
世
絵
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
ひ
と
き
わ
大
き
な
料
亭

「川
魚
大
与
」

　
み
　

も
描

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
料
亭
や
芝

居
茶
屋
は
浪
華
の
食
道
楽
風
景
を
展

観
す
る
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
し

て
戎
橋
界
隈

の
図

の
確

か
さ
か
ら

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
に
収
載
さ
れ

た
挿
絵

の
多
く
が
風
俗
や
文
化
を
知

り
う
る
う
え
で
、
十
分
信
頼

に
耐
え
う
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

江
戸

の
風
俗
を
挿
絵
に
し
た

『三
世
相
安
政
雑
書
萬
暦
大
成
』
や
時
代
に
即

し
た
医
療

の
知
識
を
流
布
さ
せ
た

『三
世
相
解
嘉
永
大
雑
書
』
な
ど
の
挿
絵
と

お
な
じ
く
、
『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』

の
そ
れ
ら
も
社
会
史
的
に
み
て
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
二

日
記
な
ど
生
活
記
録
類
か
ら
み
た
大
雑
書

の
位
置

大
雑
書

の
歴
史
的
成
立
や
そ
の
内
容
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か
ら
考
察
し
て

み
た
が
、

で
は
大
雑
書

は
ど

の
よ
う
な
人
々
が
所
有
し
ど

の
よ
う
な
機
会

に
利

用
し
た
も
の
な

の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
に
立
ち
戻

っ
て
み
た
い
。

大
雑
書
は
近
世
後
期
か
ら
末
期

に
か
け
て
庶
民
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
は
そ

の
出
版
経
緯

か
ら
み
て
確
実
な

の
で
あ
る
が
、
そ
の
使
用
方
法
の
旦
ハ体
的
な
検

証
に
つ
い
て
は
不
鮮
明

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
大
雑
書
の
使
用
頻
度

の
高
さ
か

ら
手
擦
れ
が
激
し
く
現
代
ま
で
残
さ
れ
に
く
か

っ
た
と
い
う
理
由
の
ほ
か
に
、

大
雑
書
自
体

に
記
述
さ
れ
た
内
容
そ
の
も
の
の
た
め
に
あ
ま
り
公
然
と
論
及
す

る
こ
と
を
躊
躇
さ
せ
る
性
格
も
災

い
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
察
す
る
。

と
い
う
の
も
大
雑
書
を
開
け
ぽ
魂
呼
び
の
よ
う
な
古
代

か
ら
継
承
さ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
迷
信
や
呪
い
、
さ
ら
に
は
陰
陽
道
や
宿
曜
道

の
摩
訶
不
思
議
な
世
界
を

垣
間
見
る
こ
と
に
な

っ
た
か
ら
、
そ
れ
は
秘
密
裡
に
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
こ
と

で
あ

っ
た
ろ
う
、
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
大
雑
書
は
個
人

に
纏
わ
る
属
性
や
未
来
を
占
う
と
い
う
不
可
視
の
世
界
を
垣
間
見
る
た
め
の
手

引
書
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
第

一
目
的
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た

か
ら
で
あ
る
。。
表
1
か
ら
し
ら
れ
る
よ
う

に
題
箋

に

「三
世
相
」
と
記
さ
れ

る
大
雑
書
も
あ
る
。
「
三
世
相
」
と
は
仏
教
の
過
去

・
現
在

・
未
来

に
わ
た
る

人

の
因
果
に
起
因
し
て
お
り
、
陰
陽
道
で
い
う
人
の
生
年
月
日
の
干
支
や
人
相

な
ど
を
も
と
に
三
世

の
因
果

・
善
悪

・
吉
凶
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
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る
。
個
人
的

で
隠
微
な
世
界
に
踏
み
込
む

こ
と
で
も
あ

っ
た
こ
と
が
題
箋
か
ら

も
う
か
が
え
る
わ
け
で
あ
る
。
小
ぶ
り
の
も

の
は
折
本
の
形
式
を
と

っ
て

「萬

年
暦
」
と
し
て
流
布
し
、
農
事
暦
と
し
て
機
能
し
た
大
雑
書
も
あ
る
。
が
、
大

雑
書
本
来
は
陰
陽
道
や
暦
註
と
日
常
生
活
全
般

の
知
識
や
指
針
と
を
相
互

に
巧

み
に
関
連
づ
け
、
近
世
後
期
に
は
、
家
相

・
人
相

・
さ
ま
ざ
ま
な
雑
占

・
夢
判

じ
を
も
取
り
込
ん
で
内
容
を
肥
大
さ
せ
、
百
科
全
書
の
体
裁
を
帯
び
た
こ
と
は

前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
人
智
を
超
え

た
境
界
、
あ
る
意
味
不
可
解
な
領

域
に
踏
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
大
雑
書

の
存
在

の
意
味
が
あ
る
の
で
あ

っ
て
秘
儀

的
要
素
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
大
雑
書
を
実
際
ど
の

よ
う
な
場
合
に
用

い
た
か
そ

の
旦
ハ体
的
な
使

い
方
に
つ
い
て
公
に
曝
す
こ
と
は

憚
ら
れ
た
こ
と
は
十
分
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

最
後

に
ど

の
よ
う
な
階
層

の
人
々
が
大
雑
書
を
所
有
し
、
ど

の
よ
う
な
意
図

で
使
用
し
た
の
か
若
干

の
事
例
を
示
し
た

い
。

元
禄
か
ら
宝
永
年
間
に
書
き
記
さ
れ
た
庶

民
史
料

に
、
河
内
国
大

ヶ
塚
村

の

豪
家
、
河
内
屋
五
兵
衛
が
記
し
た

『河
内

屋
可
正
旧
記
』
が
あ
る
。
そ
こ
に
は

易

に
か
ん
す
る
記
述
が
散
見
す
る
。
「易

に
云
、
徳
す
く
な
く
し
て
位
高

ク
の

　サ
　

ぽ
り
、
智
浅
く
し
て
謀
大
な
る

ハ
、
禍
を

こ
る
と
有
と
か
や
」

に
は
じ
ま

っ
て
、

「易

の
事
」

の
章
で
は

「易
と
云
物
は
徳

の
多
き
も

の
也
。
近
き
比
、
当
地
東

　　
　

よ
り
西

へ
宿
を
か

へ
ん
と
す
る
者
、
暦
を
見
け
れ
ば
西
は
ふ
さ
が
り
也
と
有
」

と
か
、
「可
正
隠
居

の
事
」

の
章
で
も

「故

二
唐

ノ
黄
帝

ノ
時

ハ
、
桃
板
門

ハ

鬼
門

二

(中
略
)
移
徙

ノ
儀

ハ
来
霜
月
ノ
事

ニ
セ

ヨ

(中
略
)
吉
日

二
悪

ヲ
ナ

　　
　

ス
ニ
必
凶
也
。
悪
日

二
善

ヲ
ナ
ス
ニ
必
吉
也
」
と
、
方
位
や
造
作

の
指
示
、
悪

日
や
吉
日
に
関
す
る
是
非
が
記
さ
れ
て
お
り
、
世
過
ぎ
の
術
に
易
書
や
暦

の
類

を
た
び
た
び
開
き
参
考

に
し
、
提
言
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
な
お
こ

こ
で
は
旦
ハ体
的
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
大
雑
書
か
ら
の
引
用
と
は
断
言

で
き
な
い
が
、
近
似
す
る
書
物
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
。

河
内
富
田
林

の
豪
農
、
杉
山
家

の
寛
文
年
間
か
ら
の
蔵
書
目
録
に
、
『塵
劫

記
』
『養
生
訓
』
『女
大
学
宝
箱
』
『医
道
日
用
重
宝
記
』
『諸
人
日
用
宝
』
『万

　れ
　

宝
全
書
』
な
ど
に
混
じ

っ
て

『大
雑
書
』
が
収
め
ら
れ
て
い
た
と
あ
る
し
、
同

じ
く
柏
原
三
田
家

の
享
保
年
間

の
書
物
売
り
立

て
払

い
記
録

に
、
重
宝
記

・
万

　れ
　

宝

・
節

用
集

の
類
が
含

ま
れ
て

い
る
。
あ
ら

た
め
て
三
田
家

「
旧
蔵

書
籍

　れ
　

目
録
」
で
み
る
と
、
「万
世
大
雑
書
三
冊
」
「
大
雑
書
三
冊
」
の
所
有
が
確
認
さ

れ
る
。

一
八
世
紀
前
半
で
は
富
裕
層
に
限
定
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
大
雑

書

の
使
用
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

高
野
山
別
当
を
務
め
た
中
橋
家

の

「
日
次
記
」

(「中
橋
家
文
書
日
次
記
」
(九

度
山
町
史
編
纂
委
員
会

『九
度
山
町
史
』
史
料
編
別
冊

(
一
)、
二
〇
〇
〇
年
、
国
文

学
研
究
資
料
館
内
国
立
史
料
館
所
蔵
)
に
は
毎
年
十

一
月

に
な
る
と
陰
陽
師
、
阿

闍
梨
、
そ
れ
に
伊
勢
外
宮

・
内
宮
か
ら
御
師
が

つ
ぎ

つ
ぎ
と
入
来
し
、
彼
ら
が

暦
を
売
り
、
お
祓
い
や
占

い
を
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

一
例
を
と
り

出
す
と

「延
享
四
年
十
月
廿
七
日
甲
丑

晴
天

陰
陽
師
入
来

(
一
四
〇
頁
)、

同
四
年
十

一
月
二
日
戊
子

(中
略
)
柿
む
き
仕
候
事
、
伊
左
衛
門
宅
江
い
の
こ

振
舞

三
兀
珎

・
お
品
参
、
外
宮
紀
伊
国
幸
福
太
夫
使
徳
兵
衛
入
来
、
御
祓
箱
、
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臍
蔽

防
呻
脚
ふ
為
土
産
持
参
、
初
尾
米
壱
斗
弐
升
入
候
事
跣
格

(
一
四
三
頁
)、
延

享
四
年
十
二
月
五
日
辛
酉

朝

ヨ
リ
少
雨

四
ツ
時

ヨ
リ
上

ル
晴
陰
不
定

内
宮

御
師
橘
太
夫
入
来

ノ
由

二
而
御
祓

孀

・
月

参

ノ
御
祓
駢
陸
煽
好
知
齲
軌
能
、
状
、

右
為
初
尾
鳥
目
弐
百
銅
、
月
参

ノ
例

二
百
銅
、
別

二
月
参
頼
申
候
故
、
別

二
百

銅
遣

ス
之
、
西

の
垣
内

二
有
之
奥
平
所
持
畑
井
田
、
神
主
佐
内
江
売
り
候

二
付
、

境
目
石

ヲ
改
、
庄
屋

稔
立
会
居
申
、
元
珎

立
会
候
事

(
一
四
六
頁
)、
延
享
四

年
十
二
月
廿
三
日
己
卯

晴
天

(前
略
)

一
行
阿
闍
梨
出
行

ノ

一
枚
暦
ヲ
惣
分

ノ
正
賢
院
義
純
房

ヨ
リ
貰
う
事
、
自
慶
房

ヨ
リ
星
供

ノ
札
到
来

(
一
四
八
頁
)」

と
な
る
。

つ
づ
い
て
天
赦
日
に
は
娘

の
入
学
、
麦
ま
き
、
喰

い
初

め
の
祝
や
幟

を
あ
げ

て
男
児

の
通
過
儀
礼
を
祝
い
、
吉

日
に
は
味
噌
を
作
り
は
じ
め
、
幟
を

さ

び
ら
き

祝
う
こ
と
、
五
開
日
、
苗
代
種
ま
き
が
あ

り
、
忌
日
に
は
阿
闍
梨
や
僧

に
入
来

を
頼
む
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
る
。

ほ
か
に
徳
日
、
不
熟
日
、
不
成
就
日
、
八
十

八
夜
な
ど
暦
の
特
別
な
日
も
厳
密

に
添
え
記
述
し
て
あ

る

(「中
橋
家
日
次
記
」

は
寛
保
四
年
～
明
治
三
年
ま
で
の
記
録
)。

近
世
後
期
か
ら
末
期

に
か
け
て
の
生
活
記
録
-
拙
著

『近
世
商
家
の
儀
礼
と

贈
答
』

(岩
田
書
院
、
二
〇
〇

一
)、
脇

田
修

・
中
川
す
が
ね
編

『幕
末
維
新
大

阪
町
人
記
録
』
(清
文
堂
出
版
、

一
九
九
四
)、
内
田
九
州
男

・
島
野
三
千
穂
編

『幕
末

維
新
京
都
町
人
日
記
-
高
木
在
中

日
記
1
』

(清
文
堂
出
版
、

一
九
八

九
)、
『
サ
ク
女

日
記
』

(『羽
曳
野
市
史
』
第
五
巻

史
料
編
三
、

一
九
八
三
)、

『若
山
要
助
日
記
』
上

(京
都
市
歴
史
資
料
館
編
、

一
九
九
七
)
に
お
い
て
も
日

記
や
祝
儀

・
不
祝
儀
文
書
の
な
か
に
、
天
赦
日
、
八
専
、
半
夏
生
な
ど
、
吉
凶

や
農
事
暦
に
関
係
す
る
日
取
り
が
散
見
す
る
。
毎
年
入
手
す
る

一
枚
褶
り
の
暦

か
、
折
本
形
式

の
萬
年
暦
か
、
そ
れ
と
も
大
雑
書

の
類

で
あ
る
の
か
正
確
な
と

こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
ら
を
か
な
り
参
考
に
行
動
し
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

男
女

の
相
性
占

い
の
よ
う
な
個
人
的
な
こ
と
が
ら
で
秘
密
裡

に
調
べ
て
お
き

た
い
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
し
た
か
は
、
さ
き
に
示
し
た

『好
色

一
代
男
』

の
例

で
推
測
す
る
程
度
だ
が
、
『
サ
ク
女
日
記
』

に
は
家
相
や

婿
養
子
の
相
性
、
そ
れ
に
お
そ
ら
く
は
陰
陽
道
が
ら
み
の
星
を
観

て
も
ら
う
こ

　ゐ
　

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
陰
陽
師
や
加
持
祈
檮
の
専
門
家

の
と
こ
ろ

へ
出
か
け
観

相
等
を
請
う
た
話

で
あ
り
、
庶
民
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
占

い
が
幅
を
利

か
せ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が

い
し
れ
、
ま
さ
し
く

「
生
活
化
さ
れ
た
陰
陽
道
」
と
し
て

の
実
践
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
勘
案
し
て
日
常
生
活
で
の
相
性
、

吉
凶
、
教
戒
、
開
運
な
ど
を
調
べ
よ
う
と
し
て
大
雑
書

の
書
物
類
を
捲

っ
た
こ

と
が
十
分
想
定
さ
れ
る
。
大
雑
書
が
庶
民
に
深
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
は
紛
れ

も
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

一
三

小
結
に
か
え
て

近
松
門
左
衛
門
作
に
お
さ
ん

・
茂
兵
衛

の
心
中
も

の

『大
経
師
昔
暦
』
が
あ

る
。
大
経
師
と
は
官
暦
の
総
発
行
元
で
暦

の
発
行
を
独
占
し
膨
大
な
利
益
を
得

て
い
た
。
毎
年
十

一
月
朔
日
は
そ
の
発
行
日

で
新
暦
を
公
家
全
般
に
献
上
し
、

進
上
暦
を
江
戸

・
大
坂
に
下
し
売
り
捌
く

の
だ
が
、
そ

の
日
の
賑
い
や
馳
走
を
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　ぬ
　

作

る
様
子
を

「今
日
の
霜
月
朔
日
を
、
元
日
と
こ
そ
祝

い
け
れ
」
と
描
写
し
て

い
る
。

大
経
師
が
暦
に
よ

っ
て
莫
大
な
利
益

に
得

る
こ
と
に
対
し
本
屋
仲
間
も
黙

っ

て
い
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
種
々
雑
多
な
大
雑
書

の
刊
行

へ
と
繋
が

っ
た
こ
と
は

想
像

に
難
く
な
い
。
し
か
し
単
な
る
暦
と
大
雑
書
類
と

の
大
き
な
違

い
は
大
雑

書
が
中
世
か
ら

の
陰
陽
道
関
係

の
書
物
を
含

む
公
家

・
武
士
向
き
百
科
全
書
的

な
知
識
に
加
え
て
、
第
五
節

の

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
の
目
次

に
示
さ
れ

た
よ
う
な

い
わ
ゆ
る
近
世
で
の
雑
多
な
生

活
情
報
を
も
貪
欲
に
加
え
た
こ
と
で

あ
る
。

つ
ま
り
板
元
が
自
己

の
所
有
す
る
版
権
内
で
の
書
籍
を
自
由

に
裁
量
し
、

庶
民

の
嗜
好

に
合

っ
た
題
材
を
組
み
入
れ
、
編
集
し
直
し
、

『永
代
大
雑
書
萬

暦
大
成
』
を
頂
点
と
す
る
よ
う
な
種
々
の
大
雑
書
を
出
版
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
大
雑
書

に
求
版

・
類
版

・
海
賊
版
な
ど
が
出
回

っ
た
の
も
庶
民

の
需
要
が

あ
れ
ば

こ
そ
で
あ

っ
た
。
南
方
熊
楠

は
少

年
期

『大
ざ

つ
し
よ
』
を
写

し
て

種
々
の
知
識
を
吸
収
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
小
泉

八
雲

の
遺
品

『英
訳

三
世
相

永
代
大
雑
書
万
暦
大
成
』

の
絵
入
り
原
稿

ノ
ー
ト

一
〇
冊
は
天
保

一
三
年
発
兌

　あ
　

の

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
の
写
し
で
あ

っ
た
。
庶
民
生
活
に
利
用
さ
れ
た

大
雑
書
は
、
庶
民
の
知
識
や
知
恵

の
集
積
物

で
も
あ
り
、
そ
れ
は
あ
た
か
も

シ

ソ
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
の
権
化
と
し
て
位
置
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

注(1
)

式
亭
三
馬

『浮
世
風
呂
』
(『日
本
古
典
文
学
大
系
』
六
三
所
収
、
岩
波
書

店
、

一
九
五
七
)、
七

一
頁
。

(2
)

伊
原
敏
郎

『歌
舞
伎
年
表
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
六

一
、
五
六
三

頁
。

(3
)

中
村
璋
八

『日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
増
補
版
、
二
〇
〇
〇
、

三
三
五
頁
ほ
か
。

(4
)

橋
本
萬
平

・
小
池
淳

一
『寛
永
九
年
版
大
ざ
つ
し
よ
』
岩
田
書
院
、

一
九

九
六
、
二
二
二
～
二
二
三
頁
。

(5
)

『国
史
大
辞
典
』
第
二
巻
、
第
六
巻
。
『日
本
国
語
大
辞
曲
ハ』
第
二
版
、
第

二
巻
、
第
六
巻
。
『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
も
暦
註
書
や
中
国
の
書
物
を
典

拠
と
し
た
こ
と
を
明
記

(表
1
参
照
)。

(6
)

下
出
積
世
校
注

『神
道
大
系
』
論
説
編
十
六

陰
陽
道
、
神
道
大
系
編
纂

会
、

一
九
八
七
、
三
～
四
頁
。

(7
)

本
稿
で
使
用
し
た
の
は
筆
者
所
蔵
の

『東
方
朔
秘
傳
置
文
』
で
天
保

=
二

年
新
板
、
東
都
書
林
小
林
新
兵
衛

・
山
城
屋
佐
兵
衛

・
岡
田
屋
嘉
七
、
浪
花
書

林
敦
賀
屋
九
兵
衛
。
序
は
花
山
道
人
。
ほ
か
に

『神
道
大
系
』
論
説
編
十
六

陰
陽
道
に
も
所
収
さ
れ
る
。
こ
の
奥
付
は
貞
享
三
年
、
摂
州
書
林
森
田
庄
太
郎

板
、
序
は
摂
陽
入
窓
軒
。

(8
)

『東
方
朔
秘
傳
置
文
』
天
保

=
二
、
東
都
書
林
小
林
新
兵
衛

・
山
城
屋
佐

兵
衛

・
岡
田
屋
嘉
七
、
浪
花
書
林
敦
賀
屋
九
兵
衛
、
二
六
丁
ウ
～
二
七
丁
オ
。

(9
)

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
天
保

=
二
年
版
、
上
段
三
五
丁
オ
～
三
五
丁

ウ
(10
)

『籃
籃
内
傳
』
は
前
掲

『神
道
大
系
』
論
説
編
十
六
に
所
収
さ
れ
て
い
る
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大雑書研究序説

も

の
を
使

用
。

(
11
)

前
掲

書

『寛

永
九

年

版

大
ざ

つ
し

よ
』

で

は
、

夢
占

い

の
項

目

で

『
拾

芥

抄

』

か
ら

の
引

用
を

大

ま
か

に
指

摘

す

る
。

(
12
)

尊

経

閣
文

庫

所
蔵

『拾

芥

抄
』
前

田
育
徳

会

尊

経
閣

文

庫
編

、
尊

経

閣
善

本

影
印

集
成

一
七

、

一
九
九

八
。

(
13
)

『
伊
勢

物

語
』

の
歌

は

「
百

十

魂

結

び
」

に

「
思

ひ
あ

ま

り

い

で

に

し

魂

の
あ

る

な
ら
む

夜

ぶ
か
く

見
え
ば

魂
結

び

せ

よ
」

(14
)

『
源
氏

物

語

』

「葵

」

に
は

六

条

御

息

所

の
生

霊

が

現

れ
、
源

氏

の
君

に

「
な
げ

き

わ
び
空

に
乱

る

る

わ
が

魂

を

結

び

と
ど

め

よ
し

た
が

ひ

の

つ
ま

」
と

訴

え

る
。

(
15
)

前
掲

『
日
本
陰

陽
道

書

の
研
究

』

四
二

一
～

四
四

三
頁
。

(
16
)

前

掲

『
日
本

陰

陽
道
書

の
研

究
』

四

一
二
頁
。

(
17
)

前

掲

『
永
代

大
雑

書
萬

暦
大

成
』

十

三

「
三
鏡
宝

珠

の
説

」

八
丁

ウ
。

(
18
)

前

掲

『
寛
永

九
年

版
大

ざ

つ
し

よ
』

一
五

四
頁

あ

た
り

か
ら
判
断

。

(
19
)

橋

本

万

平

『
大

ざ

つ
し

よ
』

(こ

つ
う

豆

本

・
1

0

8
)
日

本

古

書

通

信

社

、

一
九
九

四
。

(20
)

表

1

に

は
増

補

・
改

訂

版
も

含

む
。
実

数

は
少

し
減

る
が

江

戸

・
上
方

以

外

の
地
域

で

の
大
雑

書

の
出

版

も
考

慮

す

る
と
実

際

に
は
百

種

類

以
上
存

在

し

た
と
推
定

さ

れ

る
。

(
21
)

「
日

用
百
科

型
節

用

集

の
使

用

態
様

の
軽
量

化

分
析

法

に

つ
い

て
」

『
京

大

人

文

学

報
』

一
九

九

二
。

ほ

か

に

「
画

像

処

理

に

よ

る

節

用

集

(日

用

百

科

書

)

の
使

用
実

態

の
分

析
」

(
「人

文

科
学

と

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ

ー
」

十

四
-

十

六
、

一
九

九

二
)
、

「
"
文

明

人
"

の
視

覚
」

(横

山
俊

夫

編

『
視
覚

の

一
九

世
紀

』

思

文

閣
出

版
、

一
九

九

二
)

に
大

雑

書

に
関

す

る
論

考

が
載

る
。

ほ

か
に
小

二

田

誠
二

「事
典
と
占
い
ー

「大
雑
書
」
の
世
界
観
ー
」
(平
成
七
年
度

・
特
定
研

究

「言
語
文
化

の
歴
史
的
発
展
に
果
た
し
た
辞
書

の
役
割

に
関
す
る
特
定
研

究
」
静
岡
大
学
人
文
学
部
言
語
文
化
学
科
、

一
九
九
六
)
が
あ
る
が
あ
ま
り
参

考
に
な
ら
な
い
。

(22
)

た
と
え
ば

『節
用
集
大
系
』
全
百
巻

(大
空
社
、

一
九
九
三
～

一
九
九

五
)
な
ど
。

(23
)

元
禄
十
五
年
刊

『元
禄
太
平
記
』
(『都
の
錦
集
』
叢
書
江
戸
文
庫
六
所
収
、

国
書
刊
行
会
、

一
九
八
九
)、
九
五
頁
。

(24
)

『増
益
暦
之
抄
』
『萬
寶
雑
書
』
『永
暦
雑
書
天
文
大
成
』
『新
撰
雑
書
』

『萬
海
雑
書
新
探
綱
目
』
『三
世
相
小
鑑
』
『永
代
雑
書
』
『拾
遺
綱
目
』
『萬
歳

大
雑
書
日
用
宝
』
が
寛
政

・
文
化
年
間
に
敦
九
が
出
版
を
請
け
負

っ
た
大
雑
書

で
あ
る
。
序
で
指
摘
す
る
の
は
お
そ
ら
く

『萬
寶
雑
書
』
『永
暦
雑
書
天
文
大

成
』
『永
代
雑
書
』
『拾
遺
綱
目
』
『萬
歳
大
雑
書
日
用
宝
』
か
、
そ
れ
ら
の
再

版

・
増
補
板

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
完
全
版
と
し
て

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大

成
』
の
出
版
が
あ

っ
た
と
見
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。

(25
)

井
上
隆
明

『改
訂
増
補
近
世
書
林
板
元
總
覧
』
(日
本
書
誌
学
大
系
七
六
、

青
裳
堂
書
店
、

一
九
九
八
)、
四
八
二
頁
。

(26
)

『大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第

=
二
巻

(清
文
堂
出
版
、
一
九
八
七
)
、
一
九
頁
。

(27
)

長
友
千
代
治

『江
戸
時
代
の
図
書
流
通
』
(佛
教
大
学
通
信
教
育
部
、
二

〇
〇
二
)
、
二
九
三
～
二
九
四
頁
。

(28
)

た
だ
大
雑
書
で
も
袖
珍
本

の
よ
う
な
小
型
本
と
美
濃
半
本
な
ど
と
で
は
収

容
さ
れ
る
内
容
量
が
違
う
か
ら
、
大
型
本
に
収
載
さ
れ
た
と
し
て
も
小
型
本
で

は
省
略
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
本
稿
は

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
を
も
と
に

考
察
す
る
こ
と
を
本
文
中
に
こ
と
わ
っ
た
。
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(29
)

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
コ

五

一

人
相
指
南
秘
訣
」
は
二
二
三
丁
ウ

～
二
四
九
丁
オ
に
及
ぶ
。

(30
)

『東
方
朔
秘
傳
置
文
』
は

『神
道
大
系
』
論
説
編
十
六

陰
陽
道
に
も
収

載
さ
れ
て
い
る
。
普
通
の
大
雑
書
で
は
占

い
に
戯
れ
歌
の
よ
う
な
も
の
が
添
・兄

ら
れ
て
い
る
が
、
『東
方
朔
秘
傳
置
文
』

に
そ
の
記
載
は
な
い
。
な
お

『東
方

朔
秘
伝
置
文
』
は

『大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
の
寛
政
二
年

(第

一
二
巻
)
で
は

天
文
の
項
目
に
、
文
化
九
年

(第

=
二
巻
)
で
は
易
占
の
項
に
属
す
。

(31
)

大
阪
図
書
出
版
業
組
合
編

『享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
大
阪
図
書

出
版
業
組
合
、

一
九
三
六
。

(32
)

『運
気
根
元
福
禄
壽
萬
寶
大
雜
書

(題
箋
は
運
気
発
揚
萬
録
壽
寶
玉
三
世

相
)』
(瀬
山
順
成
堂
、
明
治
三
五
年
刊
)
は
銅
板
刷
、
内
容
は

『永
代
大
雑
書

萬
暦
大
成
』
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
が
、
西
国

・
坂
東

・
秩
父
の
各
観
音
札
所
を

載
せ
る
な
ど
明
ら
か
に
違
う
内
容
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
な
ど
は
明
治
以
降
の
新

情
報
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
表
1
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
明
治
以
降

の

大
雑
書
は

『永
代
大
雑
書
萬
暦
大
成
』
の
踏
襲
か
亜
流
と
い
う
印
象
が
強
い
。

(33
)

岸
雅
裕

『尾
張
の
書
林
と
出
版
』

(日
本
書
誌
学
大
系
八
二

青
裳
堂
書

店
、

一
九
九
九
)
に
よ
る
と
、
大
雑
書
関
係
は
、
天
保
十
二
年
官
許

『萬
代
大

雑
書
』
(小
田
切
春
江
)、
同
年

『随

一
大
雑
書
』
萬
屋
東
平
蔵
板

(二
二
三
頁
、

二
二
六
頁
)、
『萬
歳
三
世
相
』
萬
屋
東
平
板

(二
二
七
頁
)、
『新
板
大
ざ

っ
し

ょ
』
菱
屋
久
八
、
菱
屋
金
兵
衛

(刊
行
年
な
し
)
(三
四
九
頁
、
三
五
八
頁
)

の
出
版
が
確
認
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
天
保
九
年
版

『随

一
大
雑
書

古
今
大
成
』
の
記
載
は
な
い
。

(34
)

『絵
入
日
用
女
重
宝
記
』
(『江
戸
時
代
女
性
文
庫
五
八
』
所
収
、
大
空
社
、

一
九
九
六
)、
頁
の
記
載
ナ
シ
。

(35
)

岡

本
良

一
監
修

『花

の
下

影
』

(清
文

堂
出

版

、

一
九

八
六

)
、
九

四
～

九

五
頁

。

(
36
)

大

阪
市

史

編
纂

所

「
今

井

家
資

料

「
浪

華

の
花
櫓

」
」

『大

阪

の
歴

史

』

六

二
号
、

一
〇

八
～

一
〇

九
頁

。

(
37
)

野
村

豊

・
由

井

喜

太
郎

編

『河

内

屋

可

正

旧

記

』

(清

文

堂

出

版

、

一
九

七
〇
、

第

二
版
)
、

二
〇
九

頁
。

(
38
)

前

掲

『河
内

屋

可
正

旧
記

』
九

四
頁

。

(
39
)

前

掲

『河

内
屋

可
正

旧
記

』

=

八
～

一
一
九
頁

。

(40
)

今

田
洋

三

『
江
戸

の
本

屋

さ

ん
』

(
N
H

K
ブ

ッ
ク

ス
、

一
九

七

七
)
、

四

一
～

四

二
頁
。

(41
)

前
掲

『
江
戸

の
本

屋
さ

ん
』

四
五
頁

。

(42
)

横

田

冬
彦

「
益
軒

本

の
読
者

」

(横

山

俊

夫

編

『
貝

原

益

軒

』
所

収

、
平

凡

社
、

一
九

九
五

)
、

三

二
二
～

三

二
三
頁
。

(
43
)

『
サ
ク
女

日
記
』

よ
り

(原

文

通

り
)
。

「
安

永

七

年

四
月

二

日

森

田

ヨ

リ
、
家

そ

う
能
見

る
人
参

り

居

り
候

ゆ

へ
、
あ

な

た
様

は
如
何

と
尋

に
来

り
、

夕

方

ヨ
リ
森

田

へ
赤

う

ち

ハ
壱

本

遣

し
、

母

い

か
れ
候

、
家

相

の
話

聞

て
、
夕

方

九

時

二
帰

ら

れ

候

(九

四
六

頁

)
」
。

「
七

月

二
十

九

日

あ

じ

か
わ

清

光
院

二
て
、
養

子

の
み

て
も

ら

い
候

(
九

五

二
頁
)
」
。

「
八

月

四

日

夕
過

二
大

和

ヨ
リ
卯

八
帰

り
、

西

村
出

雲

正

へ
、

ほ

し

い
大

弐

袋
遣

し
候
、

養

子
弐

口

.
三

口
、

吉

悪
見

て
も

ら

い
候

(九

六
四

頁
)
」

「
八
月
十

日

地

蔵

堂

へ
、

四

.
五

人

月
生

た

の
書

て
、

星

を
尋

二
遣

し
候
」

(九

五
五

頁
)
。

(
44
)

『完

訳

日

本

の
古

典

近
松

門

左
衛

門

集
』

(小

学
館

、

一
九

八
四

版
)
、

八
四
頁

。

(
45
)

前

掲
橋

本
万

平

『
大
ざ

つ
し

よ
』

一
〇

～

一

一
頁

。
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